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第 13 回 (平成 26年 2月)≪択一式試験問題≫

【問題１】マンションの普及に向けた法的環境の整備に
関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１．１９６２年（昭和３７年）に民法の特別法として、
建物の区分所有等に関する法律（以下、「区分所有
法」という。）が制定された。

２．民法は一物一権主義を原則としており、所有権は一
個の独立した物についてのみ成立するため、マンシ
ョンについて各専有部分に所有権を認めるには、民
法の原則の例外をなす特別法が必要とされた。

３．区分所有法が制定される以前にも、民法に建物の一
部についての所有権を認める規定があったが、共用
部分の管理運営など区分所有者の権利義務関係に
ついてはなんら規定がなかった。

４．１９６３年（昭和３８年）の市街地建築物法の大改
正により、従来の高さ規制が撤廃され、新たに容積
地区制度が導入されることになり、中高層マンショ
ンの普及を後押しする法的環境が整った。

【問題２】マンションの建替え問題と建替えの円滑化に
係る法制度の整備に関する次の記述のうち、誤ってい
るものはどれか。

１．建替え決議に係る手続きについては区分所有法に一
定の規定があるが、建替え決議の成立後の建替え事
業の実施主体に関しては規定がなかった。

２．１９８３年（昭和５８年）の区分所有法改正におい
て、区分所有者及び議決権の各５分の４以上の特別
多数決で建替えを決議することができるようにな
ったが、老朽や費用の過分性等の要件を満たすこと
が必要とされた。

３．２００２年（平成１４年）の区分所有法改正におい
て、老朽や費用の過分性等の要件を削除し、区分所
有者及び議決権の各５分の４以上の賛成により建
替え決議が可能になった。

４．区分所有法により、団地集会において区分所有者及
び議決権の各４分の３以上、かつ、当該集会におい
て各棟ごとにそれぞれの区分所有者及び議決権の
各３分の２以上の賛成があれば、団地内のすべての
建物を取り壊して一括して建て替えることができ
るようになった。

【問題３】マンションに用いられる主な構造形式等に関
する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．ラーメン構造は、鉄筋コンクリート造等に用いられ、
室内に柱型や梁型が生じる場合があるが、壁が少な
いためプランにおいても自由度が高く、広い開口部
が得られる。

２．壁式構造は、鉄筋コンクリート造の壁と床版によっ
て箱状の構造体を構成し、上下階の壁をそれぞれ自
由に配置して、柱型による凹凸がない室内空間を得
ることができる。

３．鉄筋コンクリート造の現場打ち工法は、現場で棒鋼
（鉄筋）を組み上げた後、周囲に型枠を組み立て、
コンクリートを打設し硬化した後、脱型して作り上
げる工法である。

４．鉄筋コンクリート造のプレキャストコンクリート工
法は、工場や現場構内で製造した鉄筋コンクリート
板（壁・床）や柱・梁などを現場で組み立て構築す
る工法である。

【問題４】マンションに用いられる主な給水方式に関す
る次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．直結直圧給水方式は、道路内の水道本管から水道管
の水圧により直接供給する方式であり、一般的に中
高層マンションで利用できる。

２．直結増圧給水方式は、増圧給水ポンプにより水道管
の水圧を加圧し、水道本管から直接供給する方式で
あり、小中規模のマンションが対象となる。

３．高置水槽給水方式は、水道本管からの水をいったん
受水槽にためポンプにより高置水槽に揚げたうえ
で各戸に供給する方式であり、従来マンションで最
も一般的に用いられている。

４．加圧給水方式は、水道本管からの水をいったん受水
槽にため、高置水槽を設ける代わりに加圧ポンプに
より圧送給水する方式であり、中高層マンションや
複数棟の団地型マンションで用いられる。

【問題５】マンションの管理組合の役割に関する次の記
述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．共用部分の管理を適正に行うために管理組合が組織
され、この団体が管理の運営主体となることが区分
所有法に規定されている。

２．管理組合の実際の運営については、管理運営のため
の管理規約を設定し、これに基づき日常的な業務に
ついては区分所有者から一定の範囲内で委任を受
けた理事会が行っていることが一般的である。

３．マンション標準管理規約及びマンション標準管理規
約コメント（単棟型）によれば、管理組合の総会決
議事項を管理会社が執行するしくみとなっている。

４．マンション標準管理規約及びマンション標準管理規
約コメント（単棟型）によれば、管理組合の総会は、
管理者である理事長が招集し、管理規約で定められ
た総会議決事項により決議される。

【問題６】マンション標準管理規約及びマンション標準
管理規約コメント（単棟型）によれば、マンションの
維持保全に関する次の記述のうち、最も不適切なもの
はどれか。

１．バリアフリー化の工事に関し、階段室部分を改造し
たり、建物の外壁に新たに外付けして、エレベータ
ーを設置する工事は、普通決議により実施可能であ
る。

２．耐震改修工事に関し、構造躯体に壁や筋かいなどの
耐震部材を設置する工事で基本的構造部分への加
工が小さいものは普通決議により実施可能である。

３．防犯化工事に関し、オートロック設備を設置する際
に配線を空き管路内に通したり、建物の外周に敷設
したりするなど、共用部分の加工の程度が小さい場
合の工事は、普通決議により実施可能である。

４．ＩＴ化工事に関し、光ファイバー・ケーブルの敷設
工事を実施する場合に、その工事が既存のパイプス
ペースを利用するなど、共用部分の形状に変更を加
えることなく実施できるときは、普通決議により実
施可能である。
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【問題７】マンションの日常点検・定期点検に関する次
の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．定められた操作手順を確実に励行し、設備機器の安
全運転に徹するとともに、外部・内部環境条件に対
応した最適制御を行い、居住者に対し安全快適な生
活空間を提供する。

２．設備機器の経済的な運転管理を常に目指し、省エネ
ルギー、イニシャルコストの低減に貢献する。

３．点検業務を徹底し、建築物や設備の日常的な物理的
劣化状態を把握するとともに、そのつど、適切な処
置を施して劣化を防止し、その資産価値を保全する。

４．環境保護の観点から、ごみ処理方法等につき、常に
研究改善を図り、社会貢献を果たすとともに、管理
組合のイメージアップ及びマンション運営の経済
性に寄与する。

【問題８】マンションにおける法定点検・定期報告に関
する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．建築基準法第８条には、建築物の所有者、管理者又
は占有者は、その建築物の敷地、構造及び建築設備
を常時適法な状態に維持するように努めなければ
ならないと規定されている。

２．建築基準法第１２条には、特定行政庁が指定するも
のの所有者又は管理者は、建築物の敷地、構造、設
備について、定期的にその状況を有資格者に調査さ
せ、その結果を報告しなければならないと規定され
ている。

３．消防法第８条には、一定規模・特定用途の防火対象
物について、建築物の管理者は防火管理を行わなく
てはならないと規定されている。

４．消防法第８条により、共同住宅の居住者が３０人以
上の場合、管理者は防火管理者を定め、消防計画を
作成させ、消火・避難訓練を実施しなくてはならな
い。

【問題９】特殊建築物定期調査報告の調査方法と留意点
に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．外装仕上げ材等は部分打診により異常が認められた
場合にあっては、落下により歩行者等に危害を加え
るおそれのある部分を全面的にテストハンマーに
よる打診等により確認する。

２．防火戸にあっては、各階の主要な防火戸の閉鎖時間
をストップウォッチ等により測定し、戸の重量によ
り運動エネルギーの状況を確認する。

３．換気設備、排煙設備、非常用エレベーター、非常用
の照明設備については、作動確認又は 3 年以内に実
施した建築設備定期検査記録の確認が必要となる。

４．１９８１年（昭和５６年）６月１日施行の新耐震基
準以前の基準で建築された建築物については、耐震
診断を実施しているかについて調査するとともに、
耐震診断の結果、耐震改修が必要と判断された場合
においては大規模修繕を実施しているかについて
も調査する。

【問題１０】修繕設計と工事監理に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．修繕工事実施計画に基づき、設計図書、仕様書、数
量内訳書等を整え、工事見積り条件を明確にした見
積要領書又は条件書を作成する。

２．見積参加会社が同一条件で見積できるように、設計
図書を交付し、仕様内容、工事範囲、工事項目、見
積範囲、現場状況等の現場説明を行う。

３．工事の内容、工期又は請負代金等に変更の必要が発
生した場合、技術的に審査し、承諾したときは、こ
れらの変更事項について管理組合の承認を受ける。

４．監理者は、施工会社が作成する工事記録、工事完了
届、保証書等の各種書類を確認し、工事監理報告書
とともに管理会社に提出し承認を受ける。

【問題１１】鉄筋コンクリートの劣化現象に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．コンクリートの中性化とは、コンクリートが空気中
の炭酸ガス、水中に存在する炭酸、その他酸性のガ
スあるいは塩類の作用によりアルカリ性を失って
いく現象である。

２．塩害とは、コンクリート中の塩化物イオンによって
鋼材が腐食し，コンクリートにひび割れ，はく離，
はく落などの損傷を生じさせる現象である。

３．凍害とは、凍結又は凍結融解の作用によって，表面
劣化，ひび割れ，ポップアウトなどの劣化を生じる
現象である。

４．アルカリ骨材反応とは、アルカリとの反応性をもつ
骨材が，セメント，その他のアルカリ分と長期にわ
たって反応し、コンクリートに収縮ひび割れを生じ
させる現象である。

【問題１２】 鉄筋コンクリートの建物の劣化要因と、
高次診断における調査方法に関する次のⅠ群とⅡ群の
それぞれの語句の組み合わせのうち、最も関連性の低
いものはどれか。

                    
    Ⅰ 群         Ⅱ 群

１．鉄筋の腐食・・・・・・・・自然電位法
２．コンクリート圧縮強度・・・超音波法
３．鉄筋のかぶり厚さ・・・・・電磁波レーダー法
４．塩害・・・・・・・・・・・空気量測定

【問題１３】コンクリートの中性化の調査に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．ドリル粉末法では、削孔前に試験液を噴霧して吸収
させておいた試験紙を削孔粉が落下する位置に保
持し、試験面を電気ドリルでゆっくり削孔し、落下
した粉が試験紙に触れ赤く呈色した時点で直ちに
削孔を停止する。

２．はつりによる方法では、コンクリートをはつり取り、
はつり取った破片や粉塵に試験液をかけ中性化を
測定する。

３．コア採取法によるコアの直径は、通常３０～１００
ｍｍである。

４．中性化深さの調査に用いる試薬には、フェノールフ
タレインエタノール１％溶液を使用する。
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【問題１４】コンクリート強度の調査診断を行う場合に
関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．反発硬度法を採用し、試験位置は壁のモルタル金鏝
仕上げが浮いていないことを確認し、倉庫内の壁と
した。

２．標準コア法を採用し、コアドリルを用いて直径７５
ｍｍ程度以上のコアを採取し、圧縮強度試験を行っ
た。

３．標準コア法を採用し、コアを採取する箇所は、躯体
の厚さが１２ｃｍの階段室の壁とした。

４．マンションにおいては、標準径コアが採取できる箇
所が少なく、直径５０ｍｍ以下の小径コンクリート
コアによる強度測定が提案されている。

【問題１５】鉄筋コンクリート造の補修に関する次の記
述のうち、最も適切なものはどれか。

１．幅が１.０ｍｍ以上のひび割れで、挙動が大きいの
で、Ｕカット可とう性エポキシ樹脂充填工法を採用
した。

２．コンクリートが３０ｍｍ以上欠損し鉄筋が露出して
いる部分の補修を、たれが生じにくいポリマーセメ
ントモルタル充てん工法で行った。

３．中性化対策として、リチウムシリケートを主成分と
する薬剤塗布により、中性からアルカリ性に回復さ
せる工法を採用した。

４．コンクリート欠損部で、鉄筋が露出している箇所の
補修は、鉄筋の錆を除去し、合成樹脂調合ペイント
用防錆塗料を塗装することとした。

【問題１６】外壁タイルの施工法に関する次の記述のう
ち、最も適切なものはどれか。

１．改良積上げ張りは、タイル裏面に貧調合の張付けモ
ルタルをだんご状に載せ、壁面の下部から上部へ、
面調整を行いながら積み上げるようにしてタイル
を張り付ける工法である。

２．圧着張りは、下地に張付けモルタルを塗り付け、こ
れにタイルを押し付けて張り､木づちなどでタイル
を張り付ける工法である。

３．改良圧着張りは、張付けモルタルの塗りつけ後、直
ちにタイルをモルタルに押し当て、タイル張り用振
動機（ヴィブラート）を用い、タイル面に振動を与
えながら張付けモルタルにタイルをもみ込むよう
に張り付ける工法である。

４．密着張りは、下地に張付けモルタルを塗りつけると
ともに、タイル裏面にも張付けモルタルを塗り付け、
タイルを張り付ける工法である。

【問題１７】 外壁タイル張り仕上げの劣化調査方法に
関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．外壁タイルの浮き調査では、打診法よりも赤外線装
置法の方が一般的に信頼度が高いとされている。

２．外壁タイルのひび割れの調査は目視で行い、幅と長
さを測定するが、ひび割れ幅については、手の届く
範囲においてはクラックスケールやルーペを使い、
２階以上の高い所においては望遠鏡で測定する。

３．外壁タイルの浮きの調査で、打診法は熟練者がテス
トハンマー等を用いて打診し、空洞音をとらえるこ
とにより浮きを検知する方法である。

４．外壁タイルの接着力調査は、シュミットハンマー等
を用いて行う。

【問題１８】塗装材料の組成に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．樹脂エマルションとは、合成樹脂を有機溶剤に溶解
して得る液体状態のことである。

２．合成樹脂の種類は、熱を加えると硬化する熱硬化性
タイプと熱を加えると軟化する熱可塑性タイプが
ある。

３．顔料の種類は、無機顔料と有機顔料に大別できる。
４．無機結合材の代表例として、ポルトランドセメント

や消石灰等が挙げられる。

【問題１９】仕上塗材に関する次の記述のうち、最も不
適切なのはどれか。

１．外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材は、樹
脂リシンと通称されている。

２．可とう形改修用仕上塗材は一般には微弾性フィラー
といわれ、旧仕上げの微細ひび割れ等を隠蔽する効
果がある。

３．建築用下地調整塗材はＪＩＳ Ａ ６９１６により品
質が規定され、セメント系下地調整塗材は２種類に
分類されている。

４．スタッコ状の仕上げに代表されるセメントスタッコ、
樹脂スタッコ等の種類は一般に複層仕上塗材で品
質規定されている。

【問題２０】複層仕上塗材の劣化現象に関する次の記述
のうち、最も不適切なものはどれか。

１．複層仕上塗材の塗膜は、一般に下塗材、主材、上塗
材の３工程で構成され、その劣化は主に仕上げ材よ
り生ずる。

２．複層仕上塗材は、劣化外力により塗膜の可とう性が
低下してくると割れやすくなる。

３．複層仕上塗材の劣化現象として、ふくれ、割れ、は
がれ等の現象が混在して発生することはない。

４．複層仕上塗材の劣化現象で割れ、はがれを生ずるこ
とは、下地の保護機能が低下する原因となる。

【問題２１】塗装材料の劣化現象に関する次の記述のう
ち、最も適切なものはどれか。

１．塗膜の劣化現象は、主に塗膜表層部より進行し、塗
膜内部、素地を含む劣化へと進行する。

２．汚れ付着は、塗膜内部に発生する劣化現象の代表例
である。

３．はがれ現象には、下塗りと素地(下地)とに生ずる層
間はく離と上塗りと下塗りとの間に生ずる界面は
く離とがある。

４．白亜化とは、塗膜の表層部に生ずる変退色現象をい
う。
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【問題２２】屋根メンブレン防水層の保護・仕上げに関
する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．露出工法のアスファルト防水層には、保護としての
仕上げ塗料は塗らなくてもよい。

２．加硫ゴム系シート防水層には、必ず保護として仕上
げ塗料を塗る。

３．塩化ビニル系シート防水層には、必ず保護として仕
上げ塗料を塗る。

４．ウレタンゴム系塗膜防水層には、必ず保護として仕
上げ塗料を塗る。

【問題２３】屋根防水の劣化度調査診断の一次調査、二
次調査に関する次の記述のうち、最も不適切なものは
どれか。

１．コンクリート保護工法防水層の場合、コンクリート
を除去し露出した防水層を目視により診断する。

２．露出工法メンブレン防水層の場合、破断、ふくれ、
表面の劣化などを目視により診断する。

３．笠木まわりは、ひび割れ、欠損、腐食、あばれなど
の有無や程度を目視により診断する。

４．ルーフドレンまわりは、腐食などの有無や程度を目
視により診断する。

【問題２４】シーリング材の劣化現象とその推定原因に
関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１.ひび割れは、紫外線、酸化、雨水等により生じる。
２．変退色はシーリング材の性質やタックの残留により

生じる。
３．白亜化は、混入されている顔料の化学的性質により

生じる。
４．破断は、不適切なシーリング材の選定、シーリング

材の伸び能力の低下により生じる。

【問題２５】既存シーリング材の上に改修シーリング材
を施工する場合に関する次の記述のうち、最も不適切
なものはどれか。

１．シリコーン系の上に、変成シリコーン系を施工する。
２．ポリサルファイド系の上に、ポリウレタン系を施工

する。
３．変成シリコーン系（1成分形）の上に、変成シリコ

ーン系（２成分形）を施工する。
４．ポリウレタン系の上に、変成シリコーン系を施工す

る。

【問題２６】アルミニウム製建具に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．サッシの断熱性は、枠、枠と障子のすきま、ガラス
面の３要素が影響する。

２．気密性は、等級が大きいほどすきま風は少なく、Ａ
-１、Ａ-２、Ａ-３、Ａ-４の順に気密性が高くなる。

３．開口部に必要な耐風圧強度は、建物形状、立地条件、
設置高さにより求められる。

４．水密性においては、雨水の侵入は風圧力よりも降雨
量に深く関係する。

【問題２７】玄関ドアの改修に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．玄関ドアの劣化現象としては、塗膜や被覆材の劣化、
鋼材、金物の腐食、開閉障害等が挙げられる。

２．玄関ドアの改修設計上のポイントは、地震への対応
や防犯性能等を向上させること及び高齢者等対応
付属金物の採用等である。

３．かぶせ工法は、既存枠を残したまま新規建具を新た
に取り付ける工法であるので、既存枠の確認は不要
である。

４．はつり工法は、躯体壁をはつり取り既存枠を除去し
新規建具を取り付ける工法であるため、粉塵・騒音
など居住者及び近隣への影響が大きい。

【問題２８】マンションの防犯に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．警察庁によれば、マンションの窃盗の侵入手段は、
ガラス破りが最も多いとされている。

２．侵入しようとする者は、窓や扉の破壊行為が５分以
上かかるようだと７０％があきらめるというデー
タがあるので､防犯対策を立てる際に考慮する必要
がある。

３．玄関扉の錠については、モノロック錠より面付箱錠
や彫込み箱錠の方が、破壊しにくいとされている。

４．国土交通省の「防犯に配慮した共同住宅に係る設計
指針」では、「防犯に配慮した企画・計画・設計の
基本原則」として「監視性の確保」、「落下の防止」、
「接近の制御」、「被害対象の強化・回避」の４つを
あげている。

【問題２９】バリアフリー化に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．アプローチ等のスロープの勾配は、建築基準法では
８分の１以下と規定されているが、長寿社会対応設
計指針では、できる限り１２分の１以下とすること
とされている。

２．エレベーター乗降ロビーの有効幅員について、高齢
者、身体障害者等の移動等の円滑化の促進に関する
法律では、幅及び奥行は１.５ｍ以上と規定されて
いる。

３．長寿社会対応住宅設計指針では、廊下の幅員はでき
る限り１.２ｍ以上とし、部分的に車いすのすれ違
いのスペースを確保することとしている。

４．長寿社会対応住宅設計指針や住宅性能表示制度は、
強制規定ではなく、認定を受ける際の認定規定とな
っている。

【問題３０】設備の劣化診断方法に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．設備の管理台帳から日常点検・定期点検・法定点検
のデータ、修繕履歴を精査する問診調査及び外観目
視調査は、詳細診断と位置づけられる。

２．Ｘ線調査は管種を問わず、また配管・継手・弁類の
別を問わず腐食状況や閉塞状況を調査することが
できる。

３．破壊調査は、対象配管を切断してサンプルを取り、
それを調査・分析して診断する方法である。

４．銅管の診断にファイバースコープを用いた。
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【問題３１】直結増圧給水方式に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．直結増圧給水方式は全国の水道事業体の多くで認可
されており、かつ増加している。

２.直結増圧給水方式では受水槽が不要である。
３．直結増圧給水方式では水道引込管径がピーク使用流

量に見合うよう計算を行う。
４．直結増圧給水方式では断水時や地震災害時において

も水の確保が可能である。

【問題３２】飲料用水槽の設置要件と一般構造要件に関
する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１.六面点検を容易に行えるように、周壁部及び底部に
６０ｃｍ以上、天井部に１００ｃｍ以上の離隔距離
を確保した。

２．マンションの居住人員が減少し受水槽の容量が過大
となったので、水位調整を行った。

３．受水槽の交換工事で耐震クラスＡのスロッシング対
策を施し、緊急遮断弁と非常用水栓（弁）を設けた。

４．受水槽の蓋は水が入らないように３００分の１以上
の勾配を設けた。

【問題３３】マンションの給湯管の劣化診断に関する次
の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．かい食とは、給湯用銅管の腐食の中で最も多く、過
大流速や乱流によって保護被膜が局所的に破壊さ
れて進行する腐食で、水中気泡も影響する。

２．孔食とは、管内面に緑青色の腐食生成物が付着し、
その内側で腐食が進行し貫通に至るものであり、発
生の要因として、ｐＨ値が低い、溶存酸素が多い、
残留塩素が多い、硫酸イオンが多い等の水質的なも
のがある。

３．給湯用銅管の腐食は、局所給湯方式を採用している
場合での発生例が目立つ。

４．給湯用銅管の診断方法には、超音波流速計による流
速の測定、内視鏡による管内面観察、水質分析、サ
ンプリング等がある。

【問題３４】マンションの排水、通気設備に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．汚水と雑排水は重力式により、衛生器具、排水トラ
ップ、排水横枝管、排水立て管、排水横主管を経て
屋外の敷地排水管から下水道に放流される。

２．トラップの目的は、トラップ内の封水により排水管
から臭気や衛生害虫が器具を通して室内に侵入す
ることを防止することである。

３．通気管の末端は通気口といい、排水がある程度流れ
ると末端は正圧となって通気口から悪臭ガスが排
出される。

４．雨水はルーフドレン、雨水立て管、雨水横主管を経
て屋外に排水される。

【問題３５】特殊継手排水システムに関する次の記述の
うち、最も適切なものはどれか。

１．特殊継手排水システムの性能はメーカーが個々に基
準を定めており、能力の判定法、表示法等が基準化
されていない。

２．特殊継手排水システムは排水管内の圧力変動を小さ
くしているが、通常の伸頂通気方式よりも性能は劣
る。

３．特殊継手は、一般に排水立て管内の流れと排水横枝
管の流れの交差を円滑にし、排水立て管内の流速を
減じる工夫がされている。

４．特殊継手排水システムに大便器からの排水はできな
い。

【問題３６】排水配管の調査診断に関する次の記述のう
ち、最も適切なものはどれか。

１．調査箇所としては、排水配管の劣化や堆積物の閉塞
が起こりにくく、使用頻度の低い箇所を選定する。

２．排水主管は、立て管のみを調査する。
３．ねじ接合部のような肉厚が薄く腐食の影響を受けや

すい箇所は、調査箇所から除外する。
４．通気管は、通気ヘッダーがある場合には、そこを調

査する。

【問題３７】マンションのガス設備に関する次の記述の
うち、最も不適切なものはどれか。

１．都市ガスには、低圧・中圧・高圧供給方式があるが、
高圧供給方式は一般の需要家には供給されない。

２．中圧供給方式は、ガス使用量が３００㎥/h を超え
るガス機器等を対象としている。

３．ガバナー室は、屋外設置と屋内設置があり、屋内設
置では第２種の換気が必要である。

４．ガス配管の埋設配管として亜鉛めっき鋼管を使用し
ている場合には、約２０年が取替えの目安である。

【問題３８】マンションの防災・防犯設備に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．火災の種類には、Ａ火災（普通火災）、Ｂ火災（油
火災）、Ｃ火災（電気火災）等がある。

２．連結送水管は、消防隊専用の設備で、寒冷地では配
管に水のない乾式が用いられる。

３．スプリンクラー設備は、火災の初期消火に有効で、
火災の感知から消火まで自動で行う消火設備で、マ
ンションには通常乾式開放型が用いられる。

４．ハロゲン化物消火設備で従来使用されていたハロン
は、オゾン層破壊物質であるため使用が限定されて
いる。

【問題３９】マンションの防災・防犯設備に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．二方向避難とは、地上又は安全な避難のための経路
を２以上確保し、出火場所がどこであっても、少な
くとも一つの経路を使って安全に避難できるよう
にすることである。

２．開放廊下とは、共用廊下、階段室が直接外気に開放
され、かつ住戸等の火災時に発生する煙を有効に外
気に排煙できる構造のことである。

３．非常放送のスピーカーの種類で、Ｌ級は９２ｄＢ以
上で、１００㎡を超える放送区域に使用する。

４．非常用照明器具の床面照度は、白熱灯器具では２ル
クス、蛍光灯器具では１ルクス以上を確保しなけれ
ばならない。
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【問題４０】マンションの換気・空調設備に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．マンションで採用されるエアコンは、水熱源ヒート
ポンプシステムが多い。

２．室外機の設置にあたっては、室外機から熱交換され
た大量の空気が排出されるため、屋外で換気の良い
開放された空間に設置することを検討する必要が
ある。

３．隠ぺい型エアコンは、一般にビルトイン型と呼ばれ、
機器本体が隠ぺいされているので、メンテナンスに
注意する必要がある。

４．エアコンの更新は、１０年以上前の旧機種では部品
の調達も不可能な場合が多いので、新機種との交換
が有利である。

【問題４１】集合住宅用変圧器方式において電力供給を
計画する場合に関する次の記述のうち、最も不適切な
ものはどれか。

１．集合住宅用変圧器を用い、共用動力１００ｋＶＡ、
共用電灯２５０ｋＶＡの電力供給を計画する場合。

２．集合住宅用変圧器を用い、共用動力２０ｋＶＡ、共
用電灯４０ｋＶＡの電力供給を計画する場合。

３．地上用変圧器を用い、共用動力２０ｋＶＡ、共用電
灯４０ｋＶＡの電力供給を計画する場合。

４．集合住宅用変圧器を用い、１住戸当たりの契約容量
が６ｋＶＡの場合における９０戸集合住宅の電力
供給を計画する場合。

【問題４２】照明制御の方法に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．昼光が入る共用廊下、ホール等には、昼光センサー
及びタイマー制御にて省エネ効果を高める。

２．共用トイレ・倉庫等、人が長く居ない部屋について
は、人感センサー等を設け、消し忘れ対策を行う。

３．外灯照明制御は、自動点滅器を設け、日没に合わせ
外灯を点灯し、日の出に合わせ消灯する。

４．建屋内の照明器具は、年間を通じて２４時間タイマ
ーの設定を一定とし、調整の必要はない。

【問題４３】電気設備の調査・診断に関する次の記述の
うち、最も不適切なものはどれか。

１．設備は、保守管理者の日常点検や小修繕を徹底して
も経年による物理的劣化は避けられないが、耐用年
数を過ぎると性能が低下し、事故や故障が頻発する
ため、設備の調査・診断が必要となる。

２．電気設備診断においては、機器や材料の劣化のみを
対象とする。

３．劣化診断の内容としては、物理劣化、性能劣化、機
能劣化、部品調達の難易度があげられる。

４．設備診断の主な要素は、劣化診断の他に、環境機能
診断・安全機能診断・省エネルギー機能診断がある。

【問題４４】マンションのエレベーター設備に関する次
の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．エレベーターは、高齢化社会、高福祉社会に対応す
るため、５階建て以下の中低層住宅にも普及してい
る。

２．リニアモーターエレベーターは、モーターを昇降路
内のおもり側に配置しているため、機械室が必要で
ある。

３．エレベーターの最大走行速度を定格速度と呼び、４
５ｍ/分以下を低速エレベーターと呼んでいる。

４．トランク付きエレベーターは、かご室奥に必要なと
きに開くトランクを設置したもので、共同住宅では
1 台は設置することが望ましい。

【問題４５】マンションの搬送設備に関する次の記述の
うち、最も適切なものはどれか。

１．エレベーターの法定耐用年数は 17年であるが、適
切な日常の維持管理と定期点検・保守及び修繕工事
を行うことで法定耐用年数を超えて使用すること
も可能となる。

２．保守契約には、ＦＭ（フルメンテナンス）契約とＰ
ＯＧ（パーツ、オイル、グリース）契約の２種類が
あり、メンテナンスに要する費用はＰＯＧ契約の方
が高い。

３．安全対策の強化として、戸開走行保護装置又は地震
時管制運転装置のどちらかを設置するように改正
された。

４．機械式駐車装置には駐車場法が適用され、駐車場法
施行令における特殊な設置に該当するが、大臣認定
の必要はない。

【問題４６】工事実施の決議等に関する次の記述のうち、
区分所有法及びマンション標準管理規約によれば、最
も適切なものはどれか。

１．階段室に隣接してエレベーターを新設する専有部分
の使用に特別の影響を及ぼす工事について、この専
有部分が賃貸されていたので、そこに居住している
賃借人の承諾を得れば十分と判断した。

２．バルコニーの手すりの経年劣化した部位を対象とし
た修繕工事について、このバルコニーの専用使用権
者（区分所有者）の責任と負担で行うのではなく、
管理組合として、この工事について総会で決議し実
施することとした。

３．各住居の玄関扉の一斉交換工事について、これは区
分所有者それぞれの住居に特別の影響を及ぼす工事
であり、組合員総数及び議決権総数の４分の３以上
で決する特別決議として、総会において決議するこ
ととした。

４．共用部分の著しい変更を伴わない内容で実施される
給水管更新工事に関連し、この工事に伴い共用部分
と構造上一体となっている専有部分に属する部分の
工事について、総会で特別決議を行い、この専有部
分の工事に要する費用についても修繕積立金を充て
ることとした。

第 13回
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【問題４７】専門委員会に関する次の記述のうち、マン
ション標準管理規約によれば、最も適切なものはどれ
か。

１．長期修繕計画の内容を住民の視点から精査すること
を目的とした長期修繕計画専門委員会は、理事会の
責任と権限の範囲で設置することができ、また、必
要な運営細則の制定についても、当然、理事会で決
議することができる。

２．長期修繕計画専門委員会は、必要であれば、長期修
繕計画の変更についての決議を行うことができるが、
その決議は理事会の承認を得なければ有効とはなら
ない。

３．マンション大規模修繕工事の検討を行うために設置
された修繕専門委員会は、必要に応じて、専門的知
識を有する組合員以外の外部の専門家の参加を求め
ることができる。

４．修繕委員会は、マンション大規模修繕工事について、
その実施に際し想定される課題を整理し、また、当
該マンションとして必要な工事項目の検討を行い、
これらの結果は修繕専門委員会として総会に具申し
なければならない。

【問題４８】次の記述のうち、建築基準法によれば正し
いものはいくつあるか。

ア．「大規模の修繕」とは、建築物の主要構造部の一種
以上について行う過半の修繕をいう。

イ．高架水槽等の工作物の工事用の図面は「設計図書」
であり、また、当該工作物の仕様書も「設計図書」
である。

ウ．鉄骨階段の新設工事において、施工図は「設計図書」
に含まれない。

エ．建築物におけるすべての階段は、「主要構造部」で
ある。

オ．建築物に設ける避雷針は、「建築設備」に該当しな
い。

１．一つ
２．二つ
３．三つ
４．四つ

【問題４９】建築基準法第８条第２項に基づく建築物の
維持保全に関する準則又は計画の作成に関し必要な指
針（昭和６０年建設省告示６０６号）において、計画
の作成に関し必要な「項目」を定めているが、次のア
～コの中で、この「項目」に該当しないものはいくつ
あるか。

ア．建築物の利用計画
イ．維持保全の実施体制
ウ．維持保全の責任範囲
エ．占有者に対する指導等
オ．点検
カ．修繕
キ．図書の作成、保管等
ク．建築物の建替え方針
ケ．資金計画
コ．計画の変更

１．一つ
２．二つ
３．三つ
４．四つ

【問題５０】建築物の耐震改修の促進に関する法律（耐
震改修促進法）などに関する次の記述のうち、最も適
切なものはどれか。

１．１９８１年（昭和５６年）施行の新耐震設計基準以
降に竣工した建築物であれば、現行の建築基準法で
規定されている耐震性能は確保されている。

２．指定道路に面する倒壊により通行の妨げとなる分譲
マンションは、耐震改修促進法が定める建築物とし
て、同法適用の対象となる。

３．マンションの耐震改修をしようとする者は、建築物
の耐震改修の計画を作成し、所管行政庁に認定を申
請しなければならない。

４．マンションの耐震改修工事を行う場合には、必ず建
築確認申請をしなければならない。

第13回 (平成26年2月) ≪記述式試験問題≫

【問題１】マンションの地震に対する安全性確保と構造
形式に関する次の記述において、文中の（ ① ）～
（ ⑤ ）に該当する最も適切な語句を、下記の［選
択語群］のア～ソの中から選び、該当する記号を解答
欄に記入しなさい。

わが国の建築物に関する法令の耐震性についての規
定内容は、過去の震災の教訓等をもとに何度か見直し
が行われている。1968年（昭和43年）の（ ① ）を
教訓に、1971年（昭和46年）に建築基準法施行令が改
正され、鉄筋コンクリート造の柱の（ ② ）の規定
が強化された。1978年（昭和53年）の（ ③ ）を教
訓に、1981年（昭和56年）に建築基準法施行令が大改
正され、新耐震設計基準の導入、帯筋比の規定の新設
がなされた。

１９９５年（平成７年）の（ ④ ）を教訓に、同年12
月に（ ⑤ ）が施行された。

［選択語群］

ア．宮城県沖地震  
イ．マンションの建替えの円滑化等に関する法律
ウ．帯筋
エ．釧路沖地震  
オ．建築物の耐震改修の促進に関する法律
カ．北海道南西沖地震
キ．被災区分所有建物の再建等に関する特別措置法
ク．主筋
ケ．十勝沖地震
コ．新潟県中越地震  
サ．日本海中部地震
シ．大梁主筋
ス．あばら筋
セ．兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）
ソ．硬度

第 13回
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【問題２】下記の図は、コンクリートの柱や壁に見られ
るひび割れの形態である。形態の特徴の文章を参考に
推察できる劣化要因について、（ ① ）～（ ④ ）
に該当する最も適切な語句を、下記の［選択語群］の
ア～コの中から選び、該当する記号を解答欄に記入し
なさい。

図

ひび割

れの形

態

かぶり厚

さ不足が

原因で帯

筋に沿っ

てひび割

れ、はく

離が生じ

ている

地震時に

柱が斜め

方向と主

筋に沿っ

てひび割

れが生じ

た

施工の不

手際でコ

ンクリー

トの打設

時間間隔

があいた

ため、柱

から壁に

かけてひ

び割れが

生じた

寒冷地

で、外部

に面した

柱で亀甲

状のひび

割れが発

生した

劣化要

因

（①）に

よるひび

割れ

（②）破

壊による

びび割れ

（③）に

よるひび

割れ

（④）に

よるひび

割れ

［選択語群］                                                                                 

ア．乾燥収縮  イ．コールドジョイント  

ウ．中性化   エ．豆板（ジャンカ）

オ．凍結融解  カ．せん断

キ．曲げ    ク．不同沈下 ケ．鉄筋腐食

コ．エフロレッセンス

【問題３】次のＡ～Ｃの図は耐震改修工法を示し、下記
の記述はマンションにおける各工法の特徴を示したも
のである。文中の（ ① ）から（ ⑤ ）に該当す
る最も適切な語句を下記[選択語群]のア～ソの中から
選び、該当する記号を解答欄に記入しなさい。

             

                  

    

                     

                     

                        

      

図Ａは、既存建物柱に炭素繊維シートを巻く、炭素繊維
巻き補強工法で、耐震改修のねらいとしては（ ① ）
の向上を目指す工法である。壁の付いていない柱に用い
られることが多く、マンションの場合（ ② ）の柱に
設置することが多い。

図Ｂは、既存建物の柱・梁フレームの外側に新たにフレ
ームを設ける、外付けフレーム補強工法で、耐震改修の
ねらいとしては（ ③ ）の向上を目指す工法である。
マンションの居ながら施工（ ④ ）。

図Ｃは、既存建物に免震装置を設置する免震工法である。
耐震改修のねらいとしては（ ⑤ ）を目指す工法であ
る。

［選択語群］    

ア．構造上のバランス イ．強度    ウ．防犯性能  
エ．地震力の低減   オ．ブレース  カ．スリット  
キ．靭性       ク．バルコニー ケ．ピロティ  
コ．住戸内      サ．に適している  
シ．に適していない ス．資産価値    
セ．デザイン性    ソ．断熱性

既存柱

エポキシ樹脂で接着

炭素繊維シート

既存建物

既存建物基礎基礎梁の

増設

床スラブ増設

増設フーチング

外付けフレーム架構

既存建物

免震装置

（基礎免震）

Ａ

Ｂ あと施工アンカー

Ｃ
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【問題４】設備の保全に関する次の記述の（ ① ）か
ら（ ⑤ ）に該当する最も適切な語句を下記の［選
択語群］のア～セの中から選び、該当する記号を解答
欄に記入しなさい。

設備の保全は維持保全と改良保全に大別される。維持
保全はさらに（ ① ）保全と（ ② ）保全に分か
れる。（ ① ）保全とは「設備を常に正常、良好な
状態に維持するため、（ ③ ）的に点検・整備、調
整、給油、（ ④ ）を行う保全方法」である。（ ② ）
保全とは「設備が有害な性能の（ ⑤ ）をきたした
り、故障によって停止してから修理を行う保全方法」
である。

［選択語群］

ア．清掃  イ．予防  ウ．故障  エ．低下  
オ．断続     カ．部分  キ．事後  ク．計画  
ケ．改良  コ．設備システム    サ．資料収集     
シ．暫定     ス．向上  セ．検査

【問題５】統括安全衛生責任者が労働災害を防止する
ために行う職務に関する次の記述において、文中の
（ ① ）～（ ⑥ ）に該当する最も適切な語句を、
下記の［選択語群］のア～チの中から選び、該当する
記号を解答欄に記入しなさい。

１．（ ① ）の設置及び運営を行うこと。
２．作業間の連絡及び（ ② ）を行うこと。
３．作業場所を（ ③ ）すること。
４．（ ④ ）が行う労働者の安全又は衛生のための教

育に関する指導及び援助を行うこと。
５．仕事の（ ⑤ ）に関する計画を作成すること。
６．作業場所における機械、設備等の（ ⑥ ）に関す

る計画を作成すること。

［選択語群］

ア．維持保全  イ．水準   ウ．災害対策本部   
エ．消毒    オ．企画 カ．快適な職場環境   
キ．通知        ク．掃除  ケ．管理監督者   
コ．品質      サ．配置    シ．修繕      
ス．工程   セ．関係請負人  ソ．巡視   
タ．調整      チ．協議組織

第 13回
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第12回 (平成25年2月) ≪択一式試験問題≫     

【問題１】マンションのストックに関する次の記述の
うち、誤っているものはどれか。

１．建築基準法が改正されて新耐震基準が採用さ
れた５６年にはマンションストック戸数は
100 万戸を超えた。

２．バブル景気が崩壊してもマンション供給戸数
は増えており、平成２年にはマンションスト
ック戸数は２００万戸を超えた。

３．未曾有の被害となった阪神淡路大震災の翌年
（平成８年）にはマンション供給戸数は２０
万戸となり、マンションストック戸数は３００
万戸を超えた。

４．「マンションの管理の適正化の推進に関する法
律」が制定された平成１２年にはマンションス
トック戸数は５００万戸を超えた。

【問題２】マンションに関する法制度等の整備に関す
る次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．1962 年（昭和 37 年）に民法の特別法として、「建
物の区分所有等に関する法律」（以下、区分所有
法という。。）が制定された。

２．1983 年（昭和 58 年）に区分所有法が大幅に改正
されて、新たに敷地利用権、区分所有団体、管
理組合法人、義務違反者に対する措置、区分所
有建物の建替えなどの規定が設けられた。

３．阪神淡路大震災を受けて、1997 年（平成 9 年）
に、中高層共同住宅標準管理規約を「単棟型」「団
地型」「商業用途型」に区分し、改正・提示した。

４．2002 年（平成 14 年）に区分所有法の一部改正
が行われ、共用部分の変更のうち形状又は効用
の著しい変更を伴わないものについては、集
会の普通決議（区分所有者及び議決権の各過半
数）で実施できるようになった。

【問題３】マンションの建物形式の特徴を建物の高
さによる区分で表現した次の記述のうち、最も不
適切なものはどれか。

１．低層住宅は１～２階建ての住宅をいい、マンシ
ョンの場合はテラスハウスやタウンハウスなど
に用いられる。

２．中層住宅は３～５階建ての住宅をいい、かつて
の日本住宅公団等が供給した代表的な建物形式
である。

３．高層住宅は６～19 階建ての住宅をいい、31ｍ
（おおよそ 11 階建て）を超えると建築基準法や
消防法の運用基準が変わり、防火上の検討・対策
が必要となる。

４．高さが 100ｍ（おおよそ 30 階建て）を超える
集合住宅を一般的に超高層住宅と称している。

【問題４】マンションに用いられる主な構造形式に
関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１．プレキャストコンクリート工法は、工場や現場
構内で製造した鉄筋コンクリート板を現場で
組み立て構築する。

２．現場打ち工法は、鉄筋を組み上げた後、周囲に
型枠を組み立て、コンクリートを打設し硬化し
た後、脱型して作り上げる。

３．超高層マンションについては、近年は高強度コ
ンクリートを用いた鉄骨鉄筋コンクリート造
によるものが増えている。

４．プレストレストコンクリートを採用したスラブ
の場合は、荷重圧力に対してひび割れを防ぎ、
ワイドスパンの梁の断面積を小さくし、スラブ
（床）を薄くすることを可能にしている。

【問題５】マンションの維持保全に関する次の記述の
うち、最も適切なものはどれか。

１．保守とは、建築物の初期の性能及び機能を維持
する目的で周期的又は継続的に行う小部品の取
替え等の軽微な作業である。

２．修繕とは、劣化した建築物の部分の性能及び機
能を初期の水準以上の状態まで回復させること
である。

３．大規模修繕とは、建築物の全体あるいは複数の
部分について行う大規模な模様替え工事のこと
である。

４．改修とは、劣化した建築物又はその部分の性能
及び機能を実用上支障のない状態に改善するこ
とである。

【問題６】管理組合の役割に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．共用部分の管理を適正に行うために管理組合が
組織され、管理の運営主体となることが区分所
有法に規定されている。

２．管理組合は管理運営のために管理規約を設定し、
区分所有者から委任を受けた専門委員会が日常
的な業務をおこなっている。

３．理事会は管理組合の業務執行機関であり、組合
員の中から選任された理事で構成される。

４．管理組合では総会が最高意思決定機関として
位置づけられており、総会決議事項を理事会
が執行する仕組みである。

【問題７】マンションにおける法定点検及び定期報
告に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれ
か。

１．建築基準法第８条には、建築物の所有者、管
理者又は賃借者は、その建築物の敷地、構造
及び建築設備を常時適法な状態に維持するよ
うに努めなければならないと規定されている。

２．建築基準法第 12 条には、特定行政庁が指定す
るものの所有者または管理者は、建築物の敷
地、構造、設備について、定期的にその状況
を専門業者に調査させ、その結果を報告しなけ
ればならないと規定されている。

３．消防法第８条には、一定規模・特定用途の防
火対象物について、建築物の管理者は防火管
理を行わなくてはならないと規定されている。

４．消防法第８条には、分譲マンションの居住者
が50人以上の場合、管理者は管理会社を定め、
消防計画を作成させ、消火・避難訓練を実施
しなくてはならないと規定されている。

第 12回
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【問題８】（財）日本建築設備・昇降機センターによる
「昇降機の維持及び運行の管理に関する指針」に関
する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．所有者等は、昇降機の運行を直接管理させる
ために、昇降機の運行に関して十分な知識を
有する運行管理者を原則として建物ごとに選任
するものとする。

２．所有者等は、昇降機に係る人身事故等が発生
したときは、速やかに応急手当等必要な措置
を講じる必要がある。

３．所有者等は、３年に１回以上、定期に、国土
交通大臣の定める資格を有する者等に当該昇
降機の検査を行わせ、その結果を、昇降機定
期検査報告書に作成し特定行政庁に報告する
ものとする。

４．所有者等は、昇降機の維持及び運行の安全を
確保するため、使用頻度等に応じて専門技術
者に、おおむね１月以内ごとに、点検その他
必要な整備または補修を行わせるものとする

【問題９】長期修繕計画標準様式・作成ガイドライ
ンに関する次の記述のうち、最も不適切なものはど
れか。

１．修繕工事及び改修工事に関する長期計画につい
て、あらかじめ合意しておくことで計画修繕工
事の円滑な実施を図る。

２．区分所有者の要望など必要に応じて、建物及び
設備の性能を向上させる改修工事を設定する。

３．長期修繕計画の見直しの際には、調査診断に基
づいて作成することを必要としている。

４．推定修繕工事費は、過去の実績等を参考にして概
算値を設定する。

【問題１０】調査診断・修繕設計・工事監理の必要性
に関する次の記述うち、最も不適切なものはどれか。

１．管理組合としては、修繕を実施するうえで組合
員全員を納得させられるような客観的な資料を
求めているために調査診断が必要である。

２．調査診断の結果から修繕が必要と判断された場
合、修繕の箇所部位・仕様・価格等の適正な情
報を提供するために修繕設計が必要である。

３．工事監理者は、施工会社選定段階において、管
理組合が施工会社を決定するために必要な工事
見積書の比較検討や各種資料の収集、助言等を行
う。

４．修繕設計者は、工事監理段階において、施工会
社に指定された工事材料、仕上げ見本、施工の
検査、確認を行う。

【問題１１】ＪＡＳＳ５（日本建築学会建築工事標準
仕様書第５章鉄筋コンクリート工事）に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．コンクリ－トの製造・施工技術の進歩に応じて、
設計基準強度は引き上げられてきた。

２．1997 年版以降、36Ｎ／㎟を超えるものを高強度コ
ンクリートと称している。

３．水セメント比は、設計基準強度に対応する形で
徐々に引き上げられてきた。

４．計画供用期間の級に応じて、コンクリートの耐
久設計基準強度が規定されている。

【問題１２】コンクリ－トの中性化に関する次の記
述のうち、最も適切なものはどれか。

１．コンクリートの中性化は、圧縮強度低下と強い関
係がある。

２．一般的にコンクリートは pH10 を超えると中性化
と称している。

３．火災でコンクリートが被災した場合、強度の低
下は少なくても中性化が著しく進む場合があ
る。

４．屋内では中性化領域が鉄筋位置に達すると急速に
鉄筋が腐食する。

【問題１３】コンクリート構造物の塩害と調査診断
に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．海岸地域のコンクリートは、施工中に塩分が混
入しやすく、それが内部に蓄積されることによ
って塩害が生じやすい。

２．積雪寒冷地の道路などでは、塩化ナトリウム等
塩化物の凍結防止剤が使用されており、その飛
来塩化物によってもコンクリート構造物の障害
が発生している。

３．コンクリート中に塩化物が含まれている可能性
が高い場合には、調査対象はできるだけ雨水が
当たる箇所とする。

４．塩化物イオン量の分析方法には、採取材料を
50℃の温水で抽出し全塩化物イオンを測定す
る方法と、塩酸で分解して可溶性塩化イオンを
抽出して分析する方法がある。

【問題１４】アルカリ骨材反応に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．この現象は全国の幅広い地域に分布し、反応性
骨材も火山岩系、変成岩系及び堆積岩系等の多
種多様なものに存在する。

２．平成元年に制定された JISA5308 に、この反応に
関する骨材の試験方法、判定基準、並びに反応抑
制対策の方法が規定された。

３．打診法や反発硬度法等の調査は、仕上げ材の施さ
れていない箇所で行う。

４．建物に現れるひび割れの程度が軽微であれば、
コンクリートの残存膨張率が大きくとも劣化
が進行する可能性は低い。

【問題１５】コンクリートの補修工法に関する次の
記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．ポリマーセメントモルタルはエポキシ樹脂モル
タルに比べて、だれが生じやすいため、１回の
塗厚は７㎜程度とし、硬化収縮性が高いため７
日以上の養生期間を要する。

２．エフロレッセンス補修は、電気防食工法や電気
化学的脱塩工法が一般化されている。

３．樹脂注入工法は、主に幅が 1.0 ㎜以上のひび割
れ及び挙動のあるひび割れを修繕する工法であ
る。

４．音波はく離機は、火傷や超音波による人体への
影響があり、使用に注意を要する。
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【問題１６】タイル仕上げに関する次の記述のうち、最
も不適切なものはどれか。

１．タイルは、仕上材料の中で最も耐候性に優れ、
汚れにくい材料としてマンション外壁に多く使
用されている。

２．外壁に使用されるタイルの種類は、磁器質と陶器
質である。

３．面積が 50 ㎠以下で、内外壁、床に使用されるタ
イルをモザイクタイルと総称する。

４．コンクリート下地に直接タイルを張る工法は、直
張りと呼ばれている。

【問題１７】既存タイルと補修工法の適合に関する
次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．５５０二丁タイル（タイル寸法 95×45）改良圧着
張りに対する補修工法は、注入口付きアンカーピ
ンニング全面エポキシ樹脂注入工法が適合する。

２．５５０二丁タイルマスク張りに対する補修工法は、
タイル部分張り替え工法が適合する。

３．二丁掛タイル（タイル寸法 227×60）改良圧着
張りに対する補修工法は、注入口付きアンカー
ピンニング全面エポキシ樹脂注入工法が適合す
る。

４．二丁掛タイル先付け工法に対する補修工法は、
アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工
法は適合しない。

【問題１８】仕上塗材に関する次の記述のうち、最も適
切なのはどれか。

１．外装薄塗材Ｅとは一般に「吹付タイル」と通称さ
れ多用されている。

２．可とう形改修用仕上塗材は一般には「微弾性フ
ィラー」といわれ、塗替え時の旧仕上げ面の微
細ひび割れ等を隠蔽する効果がある。

３．建築用下地調整塗材は JISA6916 により、その品
質はセメント系下地調整塗材による２種類に分
類され規定されている。

４．スタッコ状の仕上げに代表されるセメントスタ
ッコ、樹脂スタッコ等の種類は一般に「複層型
仕上塗材」として品質規定されている。

【問題１９】既存塗膜の調査診断に関する次の記述
のうち、最も不適切なものはどれか。

１．調査診断には修繕対象となる塗装された部位等に
関する事前調査が必要である。

２．調査診断は書面による調査後、現地において現物
の調査を行う。

３．外壁面の現地調査は日射の当たる南面調査で外壁
面全ての劣化が判断できる。

４．現地調査の調査表は、主に修繕設計のための
情報を得ることを目的として作成する。

【問題２０】鋼材面の塗膜劣化について次の記述のう
ち最も適切なものはどれか。

１．鋼材面の塗膜は、大気中の炭酸ガスと水分の鋼
材面との接触を避けることにより、さび発生を
防止する。

２．鋼材面のさびは最初に白色のさびが発生して、赤
さびへと進行する。

３．塗装された鋼材面のさびの発生は、塗膜の劣化
が塗膜表面から内部へと進行し、塗膜の連続性
が失われ、鉄鋼面が直接大気に触れた状態から発
生しだす。

４．鋼材面の塗膜の目的は鋼材の美装が中心でさび止
めは二次的なものである。

【問題２１】既存塗膜の塗替えをするための修繕設
計を行う場合の基本事項として、最も不適切なもの
はどれか。

１．既存塗膜の役割を確認する。
２．既存塗膜より耐久性のある塗替え用塗料であれば、

いずれを選定してもよい。
３．塗替え塗装系の選定は、既存塗膜の劣化の種

類、程度および進行過程を確認して行う。
４．劣化の種類、程度等の状況に応じて、塗替下地の

調整方法を選定する。

【問題２２】屋根メンブレン防水層に関する次の記
述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．アスファルト防水層は、数枚のアスファルト
ルーフィング類を溶融アスファルトで張り重
ねたものである。

２．露出工法のアスファルト防水層には、保護と
して仕上げ塗料を塗らなければならない。

３．加硫ゴム系シート防水層には、保護として仕上げ
塗料を塗らなければならない。

４．ウレタンゴム系塗膜防水層には、保護として
仕上げ塗料またはウレタン舗装材を施工する。

【問題２３】屋根防水の一次・二次劣化・調査診断に
関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．露出工法のメンブレン防水層の場合は、劣化は外
観のみにより判断する。

２．保護工法のメンブレン防水層の場合、保護コ
ンクリートの劣化状況から類推し診断する。

３．シート防水層の場合、トップコートの劣化度で診
断する。

４．ウレタン塗膜防水層の場合、下地クラックによる
破断の有無・程度で診断する。

【問題２４】メンブレン防水層の劣化に関する現象
と外力の関係について、次のうち 最も不適切なも
のはどれか。

劣化現象   ：   劣化外力

１．下地からのふくれ  ： 熱・水・アルカリ
２．損傷（穴あき・外傷）： 風・鳥類
３．立上り部のずり落ち ： オゾン
４．表層の減耗     ： 紫外線・砂じん
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【問題２５】シーリングの劣化に関する現象と原因
の関係について、次のうち最も不適切なものはどれ
か。

１．被着面からのはく離
・・・被着面の表面状態の不良、

プライマーの不良
過度の応力発生

２．シーリング材の破断
・・・シーリング材の不適

伸び能力の抵下

３．しわ・・・・目地のムーブメント
シーリング材の被膜の収縮

４．白亜化・・・過度の引張応力の発生

【問題２６】建具等に関する次の記述のうち、最も不
適切なものはどれか。

１．アルミニウムの複合皮膜とは、陽極酸化皮
膜の上にさらに塗装するもので、耐食性に優
れ、最も一般的なアルミニウム表面処理方法
である。

２．建具の改修により、気密性・遮音性・断熱
性などの性能を向上させることができる。

３．部屋の内側に新規建具を設置する場合、内
側の建具は共用物と解釈されるのが一般的
である。

４．アルミニウム製建具の耐風圧性、気密性、
水密性、遮音性、断熱性等の性能規定は、
JISA4706 に定められている。

【問題２７】次の記述のうち、鋼製建具に生じる劣
化現象として、最も不適切なものはどれか。

１．塗膜や被覆材の劣化
２．扉の閉じる速度が速い
３．付属金物（ドアクローザ・丁番・錠前・握り玉取

手・ポスト口）の腐食
４．エアタイトゴムが固くなってすき間ができている

【問題２８】付帯金物類に関する次の記述のうち、最
も不適切なものはどれか。

１．鋼材表面１㎡当り亜鉛が５５０g 以上メッキさ
れたものの防錆効果は、都市部で３０年以上と
されている。

２．エキスパンションジョイントとは、建物をいく
つかのブロックに分割して設ける相対変位に追
随可能な接合部のことである。

３．地震時に玄関扉が開かなくなったとき、窓から
脱出できるような非常時脱出機能付き面格子が
ある。

４．郵便法によれば、郵便受け箱の容積は、長さが
３０㎝以上、幅が１６㎝以上、厚さ２㎝以上で
あることとされている。

【問題２９】耐震改修に関する次の記述のうち、最も
適切なものはどれか。

１．免震構造化と外付補強は、居ながら施工には適さ
ない。

２．耐震改修では、非構造部材及び設備の耐震改修も
必要である。

３．Iｓ値（構造耐震指標）は、保有性能基本指標（Eo）
及び維持管理指標（SD）と劣化指標（Ｔ）の積で
ある。

４．ピロティ柱の靭性型補強は、鉄骨ブレースやデ
ザインフレームを組み込む工法で行う。

【問題３０】マンションの居住性に関する次の記述の
うち、最も適切なものはどれか。

１．居住性の向上のためには、衛生的で快適な暮
らしに不可欠な、水まわり設備の改修計画に
も留意する。

２．室内外の温度差は 10～12℃が良いとされ、こ
れ以上の温度差になると特に夏に冷房病の原
因となる。

３．機器の配置計画、選定を行う際、居室・隣室
に対する騒音・振動対策を考慮する必要は特
にない。

４．建材、家具等に含まれるホルムアルデヒド等
の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）は 健康障害を
起こす危険性があるため、法的に原則として 1
日 12 時間換気が行われるようになった。

【問題３１】給水方式に関する次の記述のうち、最も
不適切なものはどれか。

１．給水方式は、大きく水道直結方式と受水槽方式に
区分される。

２．水道直結方式は、直結直圧方式と直結増圧方式に
分けられる。

３．受水槽方式には、必ず高置水槽が必要である。
４．高置水槽方式の給水圧力は、変動が少なく安定し

ている。

【問題３２】マンション設備の調査診断に関する記述
で最も不適切なものはどれか。

１．ステンレス鋼板製受水槽は、腐食しないので調査
対象外とする。

２．ポンプユニットの診断は、鉄部の腐食、異常振
動、制御盤の動作チェック、モーターの絶縁抵
抗等を調査する。

３．給湯用銅管の腐食は中央式給湯方式では潰食、孔
食が目立つ。

４．排水通気立管は排水が直接接触していないが、調
査対象とする。

【問題３３】給水設備の修繕設計に関する次の記述
のうち、最も不適切なものはどれか。

１．給水設備の機器・装置類の改修施工を前提と
した現場調査の対象項目として、機器搬入、
作業環境、機器・装置まわり、機器・装置設置ス
ペースに留意した。

２．既存大型受水槽は分割されていなかったため、
改修設計では中間仕切付受水槽を選定した。

３．設計標準震度 1.0G の高置水槽を選定した。
４．実績使用水量と当初の設計予想水量を対比し受水

槽容量を再検討した。
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【問題３４】排水管の材料別劣化状況とその原因及
び調査方法に関する次の記述のうち、最も不適切な
ものはどれか。

１．亜鉛めっき鋼管（SGP 管）の劣化状態は局部腐食
である。

２．排水用硬質塩ビライニング鋼管は、管端部の腐
食をみるため継手接合部の調査を行う。

３．排水用鋳鉄管は抜管調査で肉厚を測定し、残存寿
命を判定する。

４．硬質塩化ビニル管（ＶＰ管）は日光等による強度
低下は生じない。

【問題３５】トラップと通気管に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１.トラップは、トラップ内の封水により排水管か
ら臭気や衛生害虫が室内へ侵入することを防止
する。

２．封水の深さは昭和 50 年建設省告示第 1597 号によ
り 35 ㎜以上 50 ㎜以下と定められいる。

３．通気管はトラップ内の封水を保持し、排水の流
れを円滑にするために設けられる。

４．特殊継手排水システムは、伸頂通気方式の一種で
ある。

【問題３６】ディスポーザー排水処理システムに関
する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．このシステムは、ディスポーザーを台所流しに
取り付け、生ごみを破砕して水と共に直接公共
下水道に排水するものである。

２．このシステムの届出の際に、所轄官庁に対して、
維持管理計画書を提出する必要はない。

３．ディスポーザー排水管には、排水トラップを取り
付けなくてもよい。

４．このシステムを設置する場合には、台所流し排水
管は単独の専用配管とする。

【問題３７】マンションのガス設備に関する次の記
述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．ガス配管の資産区分は、「地境」であり、道路側
の配管はガス事業者敷地の内側はガスメーター
を除きマンションの入居者あるいはマンショ
ンの管理者の資産になる。

２．ＬＰガス容器は、漏れたガスが滞留しない風通し
の良い場所に設置する。

３．ガスの修繕工事は露出配管となるケースが多い
ので、事前に入居者又はオーナー等の了解が必
要である。

４．共用換気として、ＳＥ・Ｕダクトが採用されて
いる場合、改修で機器を大きなものに変更して
も、既存ダクトはそのまま再使用できる。

【問題３８】マンションの防火・防犯設備に関する
次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．連結送水管は、消防隊専用の設備で、寒冷地で
は配管に水のない乾式が用いられる。

２．防犯設備とは、共用部、外周部の防犯監視、出
入り口管理と専用部（住居）へ の侵入警報等の
ことである。

３．スプリンクラー設備は、火災の初期消火に有効
で、火災の感知から消火まで自動で行う消火設

備で、マンションには通常乾式開放型が用いられ
る。

４．閉鎖型乾式スプリンクラー設備は、アラーム弁
の２次側に圧縮空気を充填したもので、寒冷地
に適している。

【問題３９】マンションの換気設備に関する次の記
述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．第３種換気は、自然給気と機械排気とによる換気
である。

２．マンションの排気方法は、共用ダクトを利用す
る「Ｕダクト方式」や「ＳＥダクト方式」が過
去に採用されてきたが、ダクトのスペース・メ
ンテナンス・換気性能等の問題で、現在は「各
戸水平排気方式」が多く採用されている。

３．全熱交換器は、換気の際に、排気する空気から
熱と湿気を給気する空気に戻すため、熱のロス
が少なく省エネに有効である。

４．換気回数とは、室容積を１時間当たりの換気量で
除したものである。

【問題４０】マンションの空調設備に関する次の記
述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．マルチエアコン室外機の設置にあたっては、重
量が大きいため、搬出入経路と設置場所の検討
が必要である。

２．天井カセット型エアコンのメンテナンスは本体
を取り外す必要があるのでパネルを開けて行う
ことが不可能なので容易にはできない。

３．エアコン室内機は形状により、露出型、隠ぺい
型、天井カセット型と呼ばれる機種がある。

４．現在のエアコンは 10 年前より高効率化してお
り、更新では新機種との交換が有利である。

【問題４１】マンション屋内共用部分の照明器具に
使用するランプとして最も不適切なものはどれか。

１．高効率蛍光灯
２．水銀灯
３．ＬＥＤ
４．ミニハロゲンランプ

【問題４２】照度に関する次の記述のうち、最も不適
切なものはどれか。

１．管理事務室の基準照度は、200～500lx程度である。
２．ロビー・受付等の基準照度は、150～300Ix 程度で

ある。
３．非常階段・倉庫・車庫等の基準照度は、300～600lx

程度である。
４．自然光の場合、晴天の日向で 100,000Ix 日陰で

10,000Ix 程度である。

【問題４３】マンションの電力供給に関する次の記述

のうち、不適切なものはどれか。

１．共用部分への電力合計が 50KW 未満の場合は、低

圧受電の一般電気工作物、50KW 以上の場合は、

契約電力によって高圧受電の自家用電気工作物

となる。
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２．各住戸に引き込まれる幹線は、単相３線式が一般

的である。

３．電力受電計画における１棟の住戸部の受電容

量（供給変圧器容量）の算定は、１住戸当り

の契約容量（kVA）×戸数で行う。

４．借室方式で電力供給を行う場合は受電容量の制限

はない。

【問題４４】マンションのエレベーター設備に関す

る次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．リニアモーターエレベーターには、機械室が不要

である。

２．エレベーターの税法上の法定耐用年数は 17 年

であるが、適正に保守点検が行われていれば、

20～25 年の寿命は十分に保つことができる。

３．エレベーターの走行速度は最大走行速度を定格

速度と呼び、60ｍ／分以下を低速エレベーター

と呼んでいる。

４．保守点検契約にはＦＭ（フルメンテナンス）契約

とＰＧＯ（パーツ、オイル、グリース）契約の 2

種類があり、メンテ費用はＦＭ契約の方が高価で

ある。

【問題４５】マンションの搬送設備に関する次の記述

のうち、最も不適切なものはどれか。

１．１０台以上の機械式駐車装置には、二酸化炭素消

火設備等の設置が必要である。

２．機械式駐車場設備の機械部分の償却資産として

の耐用年数は１５年と定められているが、適切

な保守と保全の実施により、１５年以上使用する

ことも可能である。

３．トランク付エレベーターは、かご室奥に必要な

時に開くトランクを設置したものであり、担架

等を運ぶ必要がある共同住宅には採用すること

が望ましい。

４．機械式駐車装置自体には駐車場法が適用され、

建築基準法が適用される昇降機と同様に、法的

点検義務がある。

【問題４６】建設業法に関する次の記述のうち、正し

いものはどれか。

１．発注者から直接請け負った工事を施工する特定

建設業者は、当該建設工事に関する監理技術者

を工事現場に必ず置かなければならない。

２．請負代金 7,500 万円の建設工事を受注し、これ

を自ら施工する者は、一般建設業の許可を受けて

いなければならない。

３．建設業の許可を受けていない者であっても、工

事一件の請負代金額が 2,500 万円の建築一式工

事であれば、これを営業することができる。

４．元請負人が出来高部分を対象とした代金の支払

を受けた場合であっても、下請負人に対しては、

元請負人として工事完成時の支払を受けた後

にまとめて下請代金を支払うことができる。

【問題４７】建築基準法に関する次の記述のうち、

［  ］の中の数字が正しいものはどれか。

１．高さが［１．５］ｍを超える擁壁は、工作物であ

る。

２．高さ［１５］ｍを超える建築物には、原則とし

て、有効に避雷設備を設けなければならない。

３．高さ［３１］ｍを超える建築物には、原則とし

て、非常用の昇降機を設けなければならない。

４．地階とは、床が地盤面下にある階で、床面か

ら地盤面までの高さがその階の天井の高さの

［１/４］以上のものをいう。

【問題４８】労働安全衛生法に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

１．特定元方事業者が選任した統括安全衛生責任者

は、職務として、協議組織の設置及び運営、作

業間の連絡及び調整、作業場所の巡視などの事項

を統括管理する。

２．特定元方事業者が選任した店社安全衛生管理者

の職務には、少なくとも毎月１回の現場巡視、

現場の協議組織の会議への必要的参加、現場の

作業の種類・実施状況の把握などがある。

３．特定元方事業者は、統括安全衛生責任者を選任

する場合、所定の資格を有する 技術系の社員の

中から選任しなければならない。

４．特定元方事業者は、その労働者及びその関係請

負人が常時 50 人以下の場合、安全衛生責任者を

選任する。

【問題４９】平成２３年７月に改正されたマンション

標準管理規約（単棟型）及びコメントにおいて、管

理組合又は理事長が保管するとしているもののう

ち、理事長が保管すると定めているものの組合せと

して最も適切なものはどれか。

①総会議事録  ②規約原本等  ③設計図書等

④長期修繕計画書  ⑤理事会議事録

⑥修繕等の履歴情報  ⑦会計帳簿・什器備品台帳

⑧組合員名簿

１．①②⑥⑦     ２．①②⑤⑦⑧

３．③④⑤⑥⑧   ４．①②③④

【問題５０】あるマンションの管理組合で定める規

約として、区分所有法の規定に違反していないもの

はどれか。

１．専有部分内の床下、天井裏に設置されている配

管及び配線すべてを、専有部分とする旨の定め。

２．共用部分の変更（その形状又は効用の著しい変

更を伴わないものを除く。）について、区分所有

者総数の４分の３以上及び議決権総数の過半

数で決する旨の定め。

３．消防用設備等の点検のため、専有部分内に強制

的に立ち入ることができる旨の定め。

４．建物の価格の２分の１以下に相当する部分が滅

失した小規模滅失の場合において、滅失した共

用部分の復旧を出席組合員の議決権の過半数

による集会の決議で決する旨の定め。
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第12回 (平成25年2月) ≪記述式試験問題≫

【問題１】計画修繕における専門家の役割に関する次
の記述において、文中の（①）～（⑤）に該当する
最も適切な語句を、下記の［選択語群］のア～コの中
から選び、解答欄に記入しなさい。

管理会社は、（ ① ）から業務を受託して日常管理業務
を担っているため、日 頃より建築物にかかわる立場
から（ ② ）の時期には、日常点検や法定点検の 記
録や居住者のクレーム等を工事に反映させる役割
もある。設計監理会社の業務 には、（ ③ ）・修繕設
計・工事監理の他に施工会社選定補助や、総会や（ ④ ）
の補助・立会い等も含まれる。施工会社の役割は、
発注者である管理組合の要求 性能に対し、適正な

（ ⑤ ）で工事を請け負うことにある。

［選択語群］
ア．計画修繕工事 イ．見積積算
ウ．工事説明会   エ．調査診断
オ．管理会社    カ．対価
キ．長期修繕計画 ク．理事会
ケ．管理組合    コ．利潤

【問題２】塗膜の劣化の初期段階における表面部分
の劣化現象とその調査方法に関する次の記述にお
いて、文中の（①）～（⑤）に該当する最も適切な
語句を、下記の［選択語群］のア～コの中から選び、
解答欄に記入しなさい。

塗膜表面の劣化現象の代表的現象は次の２現象が挙
げられる。
変色・退色：目視により、（ ① ）・雨水・熱などの劣
化外力により生じた色調変化を評価する。機器によ
る測定は測色（ ② ）を用い、数値化することもで
きる。変退色は使用されている（ ③ ）顔料に起因
することが主で、汚れや白亜化とは区別する。
白亜化  ：光沢度（ ④ ）等の劣化が進行すると

（ ⑤ ）の劣化により顔料の把握力が低下し、脱落
して、手で塗膜表面を擦ると顔料粉末が付着し、そ
の付き具合で評価する。

［選択語群］
ア．赤外線 イ．温度計 ウ．紫外線 エ．色差計
オ．上昇   カ．樹脂  キ．顔料 ク．体質
ケ．低下   コ．着色

【問題３】防犯改良に関する次の記述において、文中
の（①）～（⑤）に該当する適切な語句や数字を解
答欄に記入しなさい。

・侵入しようとする者は、窓や扉の破壊行為が
（ ① ）分以上かかるようだと 70％があきらめて
しまうというデ－タがある。

・玄関ドアの鍵は、防犯優良マンション標準認定基
準を満たす（ ② ）マ－ク 付きのものが推奨され
る。

・侵入手段は、共同住宅では（ ③ ）が戸建て住宅
と同様最も多く、窓の防犯対策が必要である。

・耳かきのような金属製の特殊工具を鍵穴に差し
込み、ドアの錠シリンダ－部分を操作して開錠す
る手口を（ ④ ）という。

・バ－ルなどで錠を破壊するという手荒な手口も
増えている。対策としては面付けの（ ⑤ ）が有
効である。

【問題４】電灯分電盤及び動力制御盤の調査判定基
準項目のうち、処置・対策を目視調査により判定す
るものを、下記の［選択語群］のア～ソの中から５
つ選び、解答欄に記入しなさい。

［選択語群］
ア．塗装のはがれ、錆の発生がある
イ．端子部に過熱による変色がある

ウ．シーケンス動作に不良がある  

エ．母線の温度上昇が６５℃以上

オ．接点の摩耗、変形がある  

カ．テストボタンによる動作不良がある

キ．変圧器に異音・振動がある   

ク．開閉動作の不良がある

ケ．水の浸入、結露の形跡がある

コ．原因不明の回路遮断があった

サ．使用期間が２５年以上経過している

シ．定格電流以下の通電における引外し動作

ス．湿度が年間を通じ８５％を超過

セ．周囲温度が１日平均４０℃を超過

ソ．接点の接触圧力の低下（ばね疲労等）がある

【問題５】消防法に関する次の１から５の文中の（①）
～（⑤）に該当する最も適切な数値を、下記の［選
択語群］のア～ソから選び、解答欄に記入しなさい。

１．居住者の数が（ ① ）人以上の共同住宅にお
いて、管理について権原を有する者は、防火
管理者を定め、消防計画を作成させ、当該計
画に基づく様々な防火管理上の必要な業務を
行わせなければならない。

２．延べ面積が（ ② ）㎡以上の共同住宅におい
ては、甲種防火管理講習の課程を修了した者か
ら、（ ② ）㎡未満の共同住宅においては、乙種
防火管理講習の課程を修了した者から、防火管
理者を選定しなければならない。

３．延べ面積が（ ③ ）㎡以上の共同住宅に消防
用設備等を設置したときは、総務省令に定め
るところにより、消防長又は消防所長に届け
出て、検査を受けなければならない。

４．共同住宅で延べ面積が（ ④ ）㎡以上のもののう
ち、消防長又は消防署長が、火災予防上必要が
あると認めて指定するものにおける消防用
設備等については、消防設備士等資格のある者
に点検させなければならない。

５．共同住宅に適用される自動火災報知設備に関
する基準とは、延べ面積が 500 ㎡以上のもの、
地階、無窓階又は（ ⑤ ）階以上の階で床面積が
300 ㎡以上のもの、11 階以上の階である。

［選択語群］
ア．３  イ．４   ウ．５  エ．６
オ．30  カ．40    キ．50   ク．60
ケ．300   コ．400    サ．500   シ．600
ス．1000 セ．2000   ソ．3000  
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第11回 (平成24年2月) ≪択一式試験問題≫

【問題１】団地形式の共同住宅に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．１９５５年（昭和３０年）に、大都市における中堅
所得層の住宅不足の解消のために、日本住宅公団が
設立された。

２．公団住宅においては、ステンレス流し台の開発とダ
イニングキッチン形式の普及が図られた。

３．団地計画では住棟を南向きに平行に等間隔で配置し、
隣棟間隔は４階住戸における冬至の４時間日照を
確保することが原則とされた。

４．団地形式による公団の分譲団地の第一号は、１９５
６年（昭和３１年）に千葉に建設された公団稲毛住
宅である。

【問題２】マンションの建物形式の特徴に関する次の記
述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．高さが６０ｍを超える建築物は、構造計算適合性判
定を要する建築物として整理され、一般的に超高層
建築物と称されている。

２．平面形式が階段室型のマンションは、住戸の日照が
不均一で、通風が妨げられるなどの難点はあるが、
セキュリティーの面で有利である。

３．階段室と共用廊下を併用することでエレベーターの
停止階を減らし、共用廊下がない階もあるマンショ
ンをスキップフロア型という。

４．下階を商業床や業務床として、上階を住居床とした
下駄履きマンションと呼ばれるものを用途複合型
という。

【問題３】マンションに用いられる主な構造形式に関す
る次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．ラーメン構造は、柱と梁、床版を回転が生じない剛
接合として建物の骨組みを構成し、荷重や外力に対
応する構造形式である。

２．鉄骨構造のマンションは、梁や柱型による凹凸がな
い室内空間を得ることができる。

３．鉄筋コンクリート構造は、圧縮強度は低いが引張強
度にまさるコンクリートを鉄筋の圧縮強度によっ
て補った構造方式である。

４．現場打ち工法は、工場や現場構内で製造した鉄筋コ
ンクリート板や柱、梁などを現場で組み立てる工法
である。

【問題４】マンションの設備の特徴に関する次の記述の
うち、最も適切なものはどれか。

１.マンションの共用部分の屋内給水管は、１９７０年
（昭和４５年）頃まで、水道用亜鉛めっき鋼管（白
ガス管）と亜鉛めっき継手が一般的であった。

２.雑排水管とその継手は、初期の頃は、排水用鋳鉄管
のワンタッチ接合又は鋳鉄管の鉛コーキング接合が
使用されていた。

３.ガス燃焼機器は、初期のマンションでは、密閉式や
半密閉式であったが、その後は開放式、最近では屋
内式が一般的である。

４.電灯幹線の配線方式は、初期のマンションでは、単
相２線式であったが、現在では複相３線式が一般的
になっている。

【問題５】建築基準法第８条に基づく維持保全に関する
次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１.建築物の維持保全に関する計画は、複数の建築物が
一団地を形成している場合においても、当該一建築
物ごとについて計画を作成しなければならない。

２.建築物の利用計画については、建築物又はその部分
の用途や、将来の増改築の予定等に関する事項を定
める。

３.維持保全の実施体制については、維持保全業務の委
託や、建築士その他専門技術者の関与等に関する事
項を定める。

４.占有者に対する指導として、建築物の破損時におけ
る通報や、利用制限の遵守等に関する事項を定める。

【問題６】マンション標準管理規約（単棟型）の定めに
よれば、専有部分と共用部分の区分に関する次の記述
のうち、最も適切なものはどれか。

１．専有部分と共用部分の区分は、費用の負担関係と連
動するものである。

２．雨戸や網戸は、専有部分に含まれる。
３．バルコニー、ベランダ、パイプスペース、メーター

ボックスは専有部分である。
４．管理事務室等は、区分所有法上は専有部分の対象と

なるが、区分所有者の共通の利益のために設置され
るものであるから、これを規約により共用部分とす
る。

【問題７】維持保全業務における日常点検や定期点検に
関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．日常点検とは、毎日及び１か月に数回程度行う、建
築基準法による外観目視点検である。

２．定期点検とは、毎月不定期に行う点検、数か月に１
回行う点検、１年に１回行う点検などで、法定点検
を除いたものである。

３．日常点検・定期点検の継続により、設備機器の外部・
内部環境条件に対応した最適制御を行う。

４．点検業務のつど、調整や補修などの適切な処置を施
して劣化を防止する。

【問題８】マンション標準管理規約（単棟型）の定めに
よれば、長期修繕計画に関する次の記述のうち、最も
不適切なものはどれか。

１．計画期間は２５年程度以上とし、新築時においては
３０年程度とすると、修繕のために必要な工事をほ
ぼ網羅することとなる。

２．長期修繕計画の内容については、おおむね５年程度
ごとの定期的な見直しをすることが必要である。

３．長期修繕計画の作成に際しては、管理組合として、
必ず劣化診断を行う。

４．長期修繕計画の作成又は変更に要する経費は、管理
組合の財産状態等に応じて、管理費又は修繕積立金
のどちらからでも充当できる。
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【問題９】長期修繕計画標準様式・作成ガイドラインに
関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．将来見込まれる修繕工事及び改修工事の内容、おお
よその時期、概算の費用等を明確にする。

２．計画修繕工事の実施のために積み立てる修繕積立金
の額の根拠は、見直しを前提としているので必ずし
も明確にする必要はない。

３．計画修繕工事の実施の要否、内容等は、事前に調査・
診断を行い、その結果に基づいて判断する。

４．収支計画には、修繕積立金の運用利率、借入金の金
利、物価及び消費税率の変動など不確定な要素があ
る。

【問題 10】計画修繕における専門家の役割に関する次
の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．管理会社が調査診断や修繕設計・監理業務を行う場
合は、管理委託契約範囲内として受託することが望
ましい。

２．設計監理業務には、施工会社選定補助や工事説明会
の補助等が含まれる場合がある。

３．施工会社は、単に施工技術だけでなく組合折衝、区
分所有法、管理規約等の知識を得ておく必要がある。

４．施工会社の選定方式には、見積合わせ方式、特命随
意契約方式、競争入札方式等がある。

【問題 11】コンクリートに関する次の記述のうち、最
も適切なものはどれか。

１．まだ固まらない状態にあるコンクリートを、現場打
ちコンクリートという。

２．混和材料を用いないコンクリートを、フレッシュコ
ンクリートという。

３．モルタルは、コンクリートから細骨材（砂）を除い
たものである。

４．現在、建築工事に用いられるコンクリートは、その
ほとんどが工場で生産される。

【問題 12】コンクリートの中性化に関する次の記述のう
ち、最も適切なものはどれか。

１．コンクリートの中性化は、鉄筋の腐食と強い関係が
ある。

２．一般的にコンクリートは、ｐＨ７以下になると中性
化と称している。

３．コンクリート中の鉄筋の腐食には、二酸化炭素と塩
素が必要である。

４．屋内では、中性化領域が鉄筋位置に到達すると急速
に鉄筋の腐食が生ずる。

【問題 13】コンクリートの補修工法に関する次の記述の
うち、最も適切なのもはどれか。

１．ひび割れ補修で注入する樹脂は、シリコーン樹脂で
ある。

２．軽微なはがれや浅い欠損を充填して補修する材料に
は、ポリマーセメントモルタルが用いられる。

３．エフロレッセンス補修方法には、表面をはつり取り
修復する方法と、空疎部にエポキシ樹脂を加圧充填
する方法がある。

４．中性化抑止のため表面に塗布する薬剤は、ウレタン
樹脂系が多い。

【問題 14】コンクリートの劣化・調査診断に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．非破壊試験によるかぶり厚さの調査方法としては、
電磁レーダー法、電磁誘導法があげられる。

２．コンクリート強度を反発硬度法により測定を行う場
合、試験位置は仕上げ材が施されていない打ち放し
部分とする。

３．コンクリートの凍害には、スケーリングやポップア
ウトなどの劣化形態がある。

４．空洞やジャンカなどの欠陥は、調合設計に対して実
際の単位水量が少なすぎる場合などに発生しやす
い。

【問題 15】劣化診断に関する次の記述のうち、最も適切
なものはどれか。

１．ＡＬＣパネルの調査診断及び修繕計画の際には、取
り付け工法を把握することが必要である。

２．空洞、ジャンカ等の欠陥部の測定は、紫外線等を用
いた測定器が使われる。

３．塩化物イオン量の分析方法には、採取材料を蒸留水
で溶解して塩化物イオンを測定する方法と、５０℃
の温水で可溶性塩化物イオンを抽出して分析する
方法とがある。

４．アルカリ骨材反応によるひび割れは、収縮性のひび
割れであり、一般的には亀甲状となる。

【問題 16】タイル仕上げに関する次の記述のうち、最も
不適切なものはどれか。

１．コンクリート下地に直接タイルを張る工法は、直張
りと呼ばれており、近年マンションは直張りが多く
なっている。

２．タイル下地モルタルは、現場調合のモルタルに代わ
って、あらかじめセメント、砂、混和剤等を工場で
配合した既製調合モルタルが広く普及している。

３．マスク張りは、モザイクタイルには適用できない工
法である。

４．密着張りは、現在外装タイル施工法で最も採用割合
が高い。

【問題 17】タイル仕上げの補修方法に関する次の記述の
うち、最も不適切なものはどれか。

１．タイル張り仕上げのひび割れ補修は、タイルを撤去
して、モルタルあるいはコンクリートのひび割れ補
修後、タイルを張り替える。

２．張り付けモルタルからの欠損で、下地モルタルが健
全な場合、タイルの部分張り替え工法が適用できる。

３．タイル部分張り替え工法で張りしろが厚い場合には、
接着剤を用いて、張り付ける。

４．下地モルタルから欠損している場合には、新築同様
のタイル張り替え工法を採用する。
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【問題 18】塗装材料の組成において、最も不適切なもの
はどれか。

１．塗膜を形成する主要素は、合成樹脂と無機質結合材
の２種類である。

２．合成樹脂の種類は、熱を加えると硬化する熱硬化性
タイプと熱を加えると軟化する熱可塑性タイプが
ある。

３．顔料の種類には、無機顔料と有機顔料に大別できる。
４．無機結合材の代表例として、ポルトランドセメント

や消石灰があげられる。

【問題 19】塗料中に含まれる有機溶剤に関する次の記述
のうち、最も適切なものはどれか。

１．塗料中に含まれる有機溶剤は乾燥過程で全て蒸発す
るので問題はなくなる。

２．有機溶剤は、施工中の安全衛生管理上の有機中毒予
防規則において、第一種、第二種そして第三種に分
類し規制されている。

３．第一種から第三種の有機溶剤のうちで、第一種が最
も安全である。

４．有機溶剤の種類によらず、施工中の防火管理規定は
同一のものが適用される。

【問題 20】既存塗膜の調査診断に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．調査診断には、修繕対象となる塗装された部位等に
関する事前調査が必要である。

２．調査診断は、書面による事前調査後、現地において
現物の現地調査を行う。

３．外壁面の現地調査は、最も劣化が激しくなる南面調
査で代表させればよい。

４．現地調査の調査表は、主に修繕設計のための情報を
得ることを目的として記載する。

【問題 21】鋼材面の塗膜劣化に関する次の記述のうち、
最も適当なものはどれか。

１．鋼材面の塗膜の劣化は、鉄面に接触する塗膜の内部
より生ずる。

２．鋼材面のさびは白色のさびが発生してから赤さびへ
と進行する。

３．塗装された鋼材面のさびは、塗膜の連続性が失われ、
鉄鋼面が直接大気に触れた状態から発生する。

４．鋼材面の塗膜の目的は、鋼材の美装が中心で、さび
止めは二次的なものである。

【問題 22】アスファルト防水に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．防水工事用アスファルトは、工事現場で２８０℃程
度に加熱溶融して使用する。

２．防水工事で使用するアスファルトは、天然アスファ
ルトである。

３．防水工事で使用する通称ストレッチルーフィングと
は、ＪＩＳの名称であるストレッチアスファルトル
ーフィングフェルトのことである。

４．アスファルト防水工事には、改質アスファルトシー
トを併用する仕様もある。

【問題 23】シート防水及び塗膜防水等のメンブレン防
水の施工方法に関する次の記述のうち、最も不適切な
ものはどれか。

１．厚さ１㎜のゴムシートを両面テープで下地に張り付
ける。

２．厚さ２㎜の塩化ビニルシートを固定金物で下地に止
付ける。

３．通気緩衝シートの上にウレタン防水材を塗布する。
４．防水用ガラスマットを補強材として、防水用ポリエ

ステル樹脂を塗布する。

【問題 24】シーリング材の防水機能に影響する劣化現象
として、最も不適切ものはどれか。

１．シーリング材の被接着面からのはく離
２．シーリング材の白亜化（チョーキング）
３．シーリング材の軟化
４．シーリング材の変形

【問題 25】屋根・外壁の防水改修に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．断熱材のある露出アスファルト防水層の改修に、塩
化ビニル樹脂系シート防水・絶縁工法を適用する。

２．既存の防水層やシーリング材を撤去した下地には、
改修材料の接着性を確保するためのプライマー塗
りなどの下地処理が必要である。

３．外壁ＡＬＣ接合目地のシーリング材を改修するに際
し、ＡＬＣパネルの目地部周辺に大きな欠損部があ
る場合は、その部分を予めセメントモルタルで補修
整形しておく。

４．シーリング材が充てんされている外壁コンクリート
のクラック誘発目地の改修に、シーリング材再充て
ん工法を適用する。

【問題 26】サッシの性能に関する次の記述のうち、最も
不適切なものはどれか。

１．耐風圧性の等級が大きいほど高い風圧に耐えられる。
２.水密性の等級が大きいほど漏水危険率が高い。
３.遮音性の等級が大きいほど遮音性が高い。
４.断熱性の等級が大きいほど断熱性能が高い。

【問題 27】玄関ドアの改修工法に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．かぶせ工法は、既存枠を利用し、新規建具に取り替
える工法であり、カバー工法・持ち出し工法に分類
される。

２．カバー工法は、既存枠内に新規建具を取り付ける工
法で、原則として乾式工法なので工期が短縮できる
が、若干開口寸法が小さくなる。

３．持ち出し工法は、既存枠の外側に新規建具を取り付
ける工法で、一般的なカバー工法より開口寸法を大
きくできる。

４．はつり工法は、躯体壁をはつり、既存枠を取り去っ
て、新規建具を取り付ける工法であるが、居住者や
近隣への影響は他の工法と同じである。
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【問題 28】付帯金物類に関する次の記述のうち、最も不
適切なものはどれか。

１．集合郵便受け箱の大きさは、郵便法施行規則により
規定されている。

２．自転車置き場の容量は、地元自治体の開発指導要綱
などにより、収容台数が規定されている場合が多い。

３．室名札の形状は、建築基準法施行令で決められてい
る。

４．ＢＬ保険では、施工瑕疵による賠償もカバーされる。

【問題 29】内装に関する次の記述のうち、最も適切なも
のはどれか。

１．マンションで使用される床暖房設備には、電気式の
ものと温水式のものがある。

２．木造床組は、一般的にコンクリートスラブにモルタ
ル塗りこて仕上げのことをいい、その上に直接仕上
材を張る工法が木造床組工法である。

３．直天井下地は、インサート又はアンカーにつり木を
釘止めし、野縁を格子に組む下地で、安価で施工性
が良い。

４．床の仕上材として、マンションの専有部分において
最も多く利用されているものは、タイルカーペット
である。

【問題 30】配管設備の劣化詳細診断方法に関する次の記
述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．水道用亜鉛めっき鋼管の診断方法の一つとして、超
音波厚さ計による方法があげられる。

２．銅管の診断方法の一つとして、ファイバースコープ
による方法があげられる。

３．排水鋳鉄管の診断方法の一つとして、サンプリング
により抜管する方法があげられる。

４．排水用ライニング鋼管の立て管の診断方法の一つと
して、腐食モニターによる方法があげられる。

【問題 31】飲料用水槽の一般構造要件に関する次の記述
のうち、最も不適切なものはどれか。

１．耐震構造で、かつ風圧、水圧及び必要により土圧、
積雪に耐える構造とする。

２．有効内径６０㎝以上のマンホールを設け、マンホー
ル面は１０㎝以上立ち上げ、マンホールふたは防水
密閉形とする。

３．先端に防虫網を付けたオーバーフロー管及び通気口
を設ける。

４．貯水槽の底部は、２００分の１以上のこう配を設け、
最低部にピット又は溝を設け、そこへ水抜き管を設
置する。

【問題 32】給水用配管材料に関する次の記述のうち、最
も適切なものはどれか。

１．水道用亜鉛めっき鋼管は、残留塩素の多い水質では
赤水の問題があり、酸・アルカリに弱い。

２．水道用ステンレス鋼管にはＳＵＳ３０４とＳＵＳ３
１６があり、屋内配管では通常ＳＵＳ３１６が使用
される。

３．水道用硬質ポリ塩化ビニル管は耐食性、耐電食性が
高く、直射日光や凍結にも強い。

４．水道用架橋ポリエチレン管は傷がつきやすいが、耐
食性に優れ、溶剤に強い。

【問題 33】パネル型又は一体型の受水槽・高置水槽を更
新する修繕設計に関する次の記述のうち、最も適切なも
のはどれか。

１．１日使用水量の１０分の２から１０分の３を、新設
受水槽容量算定の基準とした。

２．既存受水槽は分割されていなかったため、中間仕切
付き受水槽を選定した。

３．耐震クラスＡ以上の仕様として、設計標準震度１.
０の高置水槽を選定した。

４．屋内設置のステンレス鋼板製受水槽には、防露対策
を講じないこととした。

【問題 34】トラップに関する次の記述のうち、最も不適
切なものはどれか。

１．トラップの目的は、排水管から臭気や衛生害虫が、
器具を通して室内に侵入することを、封水により防
止することである。

２．わんトラップは、トラップ内を乾燥させる必要があ
るので、清掃後は数時間わんを外しておくことが必
要である。

３．Ｐトラップ又はＳトラップは、洗面器で使われるこ
とが多い。

４．封水の深さは、告示により５０㎜以上１００㎜以下
と定められている。

【問題 35】排水配管の劣化調査箇所に関する次の記述の
うち、最も不適切なものはどれか。

１．使用頻度の高い箇所を選定した。
２．堆積物がたまりにくい箇所を選定した。
３．排水が流れにくい箇所を選定した。
４．通気の悪い箇所を選定した。

【問題 36】排水管更生工法に関する次の記述のうち、最
も適切なものはどれか。

１．この工法は、雑排水管には適用できるが、汚水管に
は適用できない。

２．現在適用可能な工法は、サンドブラスト研磨ライニ
ング法のみである。

３．この工法を適用する場合は、事前の調査・診断業務
は不要となり、低コスト化が見込める。

４．この工法に対して、（財）建築保全センター、（一財）
日本建築センターでは、「建築物等の保全技術審査
証明書」の交付を行っている。

第 11回



21

【問題 37】マンションのガス設備に関する次の記述のう
ち、最も適切なものはどれか。

１．中圧供給方式は、比較的ガス使用量の少ない家庭用
のガス機器を対象としている。

２．屋内設置のガバナー室には、第２種の換気を必要と
する。

３．ガス配管の埋設配管に白ガス管を使用している場合
は、約２０年が取替えの目安である。

４．ガス管の改修工事では、樹脂管を使用することはで
きない。

【問題 38】マンションのガス設備に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．ガス配管の資産区分は、原則は地境によって分かれ
ており、敷地の内側はマンション所有者の資産にな
る。

２．ＳＥダクト・Ｕダクトが採用されている場合には、
改修で機器を大きなものに変更しても、既存ダクト
がそのまま再使用できる。

３．ガス栓は、過流出防止機構付ガス栓への取替えが望
ましい。

４．ガスの修繕工事は露出配管となるケースが多いので、
事前に入居者又はオーナー等の了解が必要である。

【問題 39】マンションの防災・防犯設備に関する次の記
述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．防災設備とは、消防法と建築基準法において、火災・
地震等の災害時に、警報・避難・消火・防火等に使
用される設備の総称である。

２．防犯設備とは、共用部、外周部の防犯監視、出入口
管理と住居への侵入警報等のことである。

３．火災は４種類に大別され、B火災は油火災のことで
ある。

４．スプリンクラー設備は、火災の初期消火に有効で、
マンションには通常乾式開放型が用いられる。

【問題 40】マンションの換気・空調設備に関する次の記
述のうち、最も適切なものはどれか。

１．マンションで採用される換気は、第 1種機械換気方
式が多い。

２．給気が不十分な場合に、必要換気量を確保するには、
換気扇の排気能力を大きくする。

３．エアコンは１０年前より高性能で高効率化しており、
更新では新機種との交換が有利である。

４．エアコン室外機の設置については、騒音対策として
密閉のカバーで覆うのが良い。

【問題 41】（社）日本電気協会の内線規程によれば、住
宅面積に応じた主開閉器の定格電流設定において最も
不適切なものはどれか。

  （電気方式は、単相３線式２００/１００Ｖ）
１．５０㎡（１５坪）以下  ３０Ａ
２．７０㎡（２０坪）以下  ４０Ａ
３．１００㎡（３０坪）以下 ５０Ａ
４．１７０㎡（５０坪）以下 ７０Ａ

【問題 42】住宅照明の省エネルギー化に関する次の記述
のうち、最も不適切なものはどれか。

１．住宅照明用のＬＥＤランプは、全く発熱しないので、
エネルギー使用量は非常に少なくなる。

２．Ｈｆ型の蛍光ランプは、通常の方式のものより高効
率である。

３．昼光センサーや人感センサーを用いると省エネルギ
ー効果が期待できる。

４．白熱電球は、使用するエネルギーの大部分が熱にな
るため、省エネルギー化には向かない。

【問題 43】ＪＩＳ基準によれば、集合住宅における共用
部分の照明の明るさの数値として、最も不適切な組み合
わせは、次のうちどれか。

１．管理事務室  ２００〜５００ Ｌｘ
２．構内広場        ２〜   ５ Ｌｘ
３．非常階段    ３０〜 ７５ Ｌｘ
４．廊下   ４００〜７５０ Ｌｘ

【問題 44】マンションのエレベーター設備に関する次の
記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．リニアモーターエレベーターは、モーターを昇降路
内のおもり側に配置しているため、機械室が必要で
ある。

２．エレベーターの走行速度は最大走行速度を定格速度
と呼び、４５ｍ/ｍｉｎ以下を中速エレベーターと
呼んでいる。

３．保守契約には、ＦＭ（フルメンテナンス）契約とＰ
ＯＧ（パーツ、オイル、グリース）契約の２種類が
あり、メンテナンス費用はＦＭ契約の方が安価であ
る。

４．エレベーターの税法上の法定耐用年数は１７年であ
るが、適正に保守点検が行われていれば、２０〜２
５年の使用は可能である。

【問題 45】次の給排水・消火設備に関する製図記号と名
称の組合せのうち、最も不適切なものはどれか。
                               

１．       
・・・・ベンド

２．       ・・・・チーズ

３．       ・・・・散水栓

４．       ・・・・上水給水管
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【問題 46】規約共用部分及び附属施設に関する次の記述
のうち、最も適切なものはどれか。

１．玄関ホールの一角をローパーティションで囲み、管
理組合の各種会議目的で用いる打合せコーナーと
した上で、その場所を規約共用部分として定めるこ
とができる。

２．マンションの建物の中にある集会室などの規約共用
部分について、各共有者（区分所有者）の持分の割
合は、各区分所有者が有する専有部分の床面積によ
るのではなく、必ず規約で定めなければならない。

３．専有部分と規約共用部分以外の建物の部分は、法定
共用部分であり、この部分の一部（例えば、屋外の
バルコニー）に、特定の区分所有者が排他的に使用
できる権利を付けることができる。

４．共用部分以外の附属施設である屋外集会場について
の各共有者（区分所有者）の持分は、分譲時の契約
及び現在の規約に別段の定めがない場合には、各区
分所有者が有する専有部分の床面積の割合による。

【問題 47】専有部分及び専用使用部分への立入りに関す
る次の記述のうち、マンション標準管理規約の規定によ
れば、最も不適切なものはどれか。

１．マンション大規模修繕工事に向けた準備の一環とし
てバルコニーの手すりの劣化調査を行うため、バル
コニーの専用使用権者（区分所有者）に対し、管理
組合がバルコニーへの立入りを求めた場合には、区
分所有者は正当な理由なくこの求めを拒否するこ
とはできない。

２．通常の使用に伴う管理状況を調べる一環としてバル
コニーを調査するため、バルコニーの専用使用権者
（区分所有者）に対し、管理組合がバルコニーへの
立入りを求めた場合には、区分所有者は正当な理由
がなくてもこの求めを拒否することができる。

３．給水管本管の取替工事とともに、本管と構造上一体
となっている専有部分に属する枝管の取替工事を
行う場合には、これら一連の工事を実施することに
ついて総会で特別決議を行えば、個々の区分所有者
の承諾を得ることなく、工事の実施のため当然に専
有部分に立ち入ることができる。

４．給水管本管の取替工事を実施したが、特定の区分所
有者が正当な理由なく専有部分への立入りを拒否
したことにより、工事が一部残ったため、後日、残
った部分の工事を再開するに際し、工事施工者が管
理組合に対し、割高となった工事費用の差額を請求
したときは、管理組合はこの差額を当該区分所有者
に請求することができる。

【問題 48】管理組合（発注者）から工事を請け負った工
事施工者（建設業者）が負う瑕疵担保責任と、当該工事
施工者が行うアフターサービスに関する次の記述のう
ち、最も適切なものはどれか。

１．アフターサービスについて、建設業許可を受けた工
事施工者（管理組合とアフターサービスの特約が付
いた工事請負契約をした者）が、その履行を怠った
場合には、この工事施工者は建設業法にも違反した
ことになる。

２．工事完成・引渡後に発見された施工上の瑕疵につい
ての担保責任は、この工事を請け負った工事施工者
側に明らかな故意又は過失がない場合には、生じな
い。

３．アフターサービスの特約が締結されていれば、この
特約の対象となる部位において後日発見された瑕
疵については、工事施工者への修補請求が免除され
る。

４．管理組合が、工事施工者に対して相当の期間を定め
て瑕疵担保請求をした場合において、工事施工者が
その期間内に修補しないときは、管理組合は瑕疵の
修補に代えて損賠賠償請求をすることができる。

【問題 49】マンション大規模修繕工事の計画から実施に
関わる者に関する次の記述のうち、最も適切なものはど
れか。

１．設計者は、建築士法第２条第５項に定める建築物の
建設工事の実施のために必要な図面及び仕様書を
作成する者であり、建築基準法第２条第１４号に定
める大規模の修繕に相当するか否かに関わらず、マ
ンション大規模修繕工事では建築士の資格を有す
る者が設計者として従事しなければならない。

２．建設業法第２６条に定める監理技術者又は主任技術
者は、施工の技術上の管理をつかさどる者であり、
管理組合（発注者）から工事を請け負った工事施工
者（建設業者）との直接的且つ恒常的な雇用関係が
あることが必要とされる。

３．現場代理人は、建設業法第１９条の２の規定によれ
ば、契約の履行に関し工事現場の運営、取締りを行
う者であり、マンション大規模修繕工事のような公
共性のある施設に関する重要な工事では、専任の者
を置かなければならない。

４．工事監理者は、建築基準法第２条第１１号の規定に
よれば、自らの責任において工事を設計図書と照合
し、それが設計図書のとおりに実施されているか否
かを確認し、且つ、この確認業務と共に管理組合か
ら委託された業務を行う者である。

【問題 50】防犯に配慮した共同住宅に係る設計指針（平
成１３年３月国土交通省策定、平成１８年４月国土交通
省一部改正）に関する次の記述での（ Ａ ）から
（ Ｅ ）に入る数値の組合せとして、最も適切なもの
はどれか。

① 共用出入口
共用出入口は、道路等から見通せることが必要であり、
共用玄関の照明設備は、内側の床面において概ね
（ Ａ ）ｌｘ以上、その外側の床面においては、極
端な明暗が生じないよう配慮しつつ概ね（ Ｂ ）ｌ
ｘ以上の平均水平面照度を確保できるものとする。ま
た、共用玄関以外の共用出入口の照明設備は、床面に
おいて概ね（ Ｃ ）ｌｘ以上の平均水平面照度を確
保できるものとする。
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②共用廊下・共用階段
共用廊下・共用階段は、関連している箇所から見通せ
ることが必要であり、その照明設備は、極端な明暗が
生じないよう配慮しつつ、床面において概ね（ Ｄ ）
ｌｘ以上の平均水平面照度を確保することができる
ものとする。

③駐車場
駐車場は、道路等、共用玄関又は居室の窓から見通し
が確保された位置に配置し、その照明設備は、極端な
明暗が生じないよう配慮しつつ、床面において概ね
（ Ｅ ）ｌｘ以上の平均水平面照度を確保すること
ができるものとする。

  
（A） （B） （C） （D） （E）

１． 100 75 50 50 5
２． 50 20 20 20 3
３． 50 40 40 30 7
４． 70 40 30 30 10

第11回 (平成24年2月) ≪記述式試験問題≫

【問題１】長期修繕計画の策定及び見直し等に関する次
の文章の（ ① ）から（ ⑤ ）に該当する最も適切
な語句を、下記の選択群から選び、該当するアからコま
での記号を解答欄に記入しなさい。

マンションの快適な居住環境を確保し、資産価値の維
持・向上を図るためには、適時適切な（ ① ）を行う
ことが重要である。特に、経年による劣化に対応するた
めに、あらかじめ（ ② ）を策定し、必要な（ ③ ）
を積み立てておくことが必要である。管理組合は、維持
修繕を円滑かつ適切に実施するため、（ ④ ）に関す
る図書等を保管することが重要である。また図書等につ
いて、マンションの区分所有者等の求めに応じ、適時
（ ⑤ ）をできるように配慮することが望ましい。

［選択語群］  

ア. 設計  イ. 修繕積立金   ウ. 貸出   
エ. 改修     オ. 長期修繕計画 カ. 施工計画  
キ. 維持修繕 ク. 管理費       ケ. 工事
コ. 閲覧

【問題２】マンションの外壁塗替え工事において調査診
断から工事の実施までの流れの計画に関する次の文章
の（ ① ）から（ ⑤ ）に該当する最も適切な語句
を、下記の選択語群から選び、該当するアからコまでの
記号を解答欄に記入しなさい。

塗装材料による仕上げの外壁面は、経年により劣化が
進行し、（ ① ）・保護・機能等の役割の低下は避けら
れず、適切な時期に、外壁仕上げの劣化度とその状況を
（ ② ）・診断し、その結果を受けて、修繕の要否を
判定する。要修繕工事の場合、修繕工事の設定にあたり
修繕塗装設計をする場合の検討事項は、既存塗膜の
（ ③ ）の確認、種類の判定等を行うことであり、そ
の劣化度に応じた修繕（ ④ ）を適切に選定し、修繕
仕様書を作成する。
施工段階では、設計図書の一部である修繕仕様書の所

定の水準を保持・確保する工事を実施し、決定している
工期内に安全に工事を完了するために、詳細に施工
（ ⑤ ）を作成し、それにもとづく工事を実施しなけ
ればならない。

［選択語群］    
                                                                        

ア．美装 イ．診断 ウ．判断 エ．仕様
オ．調査 カ．役割 キ．方法 ク．施工
ケ．図書   コ．要領書

【問題３】次の１から５の文章の（ ① ）から（ ⑤ ）
に該当する数値を解答欄に記入しなさい。

１．マンションの共用廊下の幅員は、住宅性能表示制度
の等級５では（ ① ）ｍ以上が望ましいものとし
て示されている。

２．マンションの共用階段の幅員は、長寿社会対応住宅
設計指針では、できる限り有効幅員を（ ② ）ｍ
以上としている。

３．エレベーターホールの寸法について、住宅性能表示
制度の等級３以上では、一辺（ ③ ）ｍ以上の正
方形空間の確保が規定されている。

４．建築基準法施行令の改正が昭和（ ④ ）年６月
に施行され、耐震基準が現在のものに変更されて
いる。

５．新築のマンションについては、屋上の高置水槽に
自重の（ ⑤ ）倍の水平力が加わっても、転倒・
脱落しないことが基本的な基準となっている。

【問題４】埋設管の腐食劣化に関する次の文章の
（ ① ）から（ ⑤ ）に該当する最も適切な語句を、
下記の選択語群から選び、該当するアからコまでの記号
を解答欄に記入しなさい。

埋設管の外面腐食には（ ① ）腐食と（ ② ）腐
食があり、一般的に進行は（ ① ）腐食の方が緩やか
である。（ ② ）腐食の多くは、（ ③ ）腐食と呼ば
れるもので、（ ④ ）部から鉄が溶出して腐食するも
のであり、中でも（ ⑤ ）接触腐食は進行が速い場合
が多い。
［選択語群］                                                                               

ア．全面     イ．全体      ウ．局部 エ．局所
オ．カソード カ．アノード キ．マクロセル
ク．鉄筋 ケ．土壌   コ．コンクリート

【問題５】消防法は、経済的負担を考慮に入れ、建築物
の構造自体に手を加えることなく設置又は変更できる
消防用設備について、既存建物であっても現行法令の規
定に適合するよう消防用設備等の設置を必要とする
『     適用』の規定がある。

この『    適用』の    に入る用語を解答欄
に記入しなさい。

１．          適用

また、共同住宅において、この適用となる設備を二つ
あげ解答欄に記入しなさい。

２．                 

３．                  
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第10回 (平成23年2月) ≪択一式試験問題≫

【問題１】マンションのストックに関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．建築基準法が、改正されて新耐震基準が採用された
１９８１年以前に竣工したマンションのストック
戸数は、５０万戸強である。

２．1980 年末に始まったバブル景気が崩壊したその後
も一時的にマンションの供給量は減少したものの
増え続けており、1990 年にはマンションのストッ
ク戸数は、２００万戸を超えていた。

３．阪神淡路大震災の翌年の 1996 年には、マンション
の年間供給戸数は、20 万戸となりマンションのス
トック戸数は、３００万戸を超えていた。

４．マンション管理士が誕生した 2001 年には、マンシ
ョンのストック戸数は、４００万戸を超えており、
2008 年には５４０万戸に達していた。

【問題２】マンションに関する法制度の整備について、
次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．2000 年には、「マンション管理の適正化の推進に
関する法律」が制定されてマンション管理業者登録
制度が創設された。

２．2002 年の「マンション管理の適正化の推進に関す
る法律」の改正では、共部分の変更のうち形状又は
効用の著しい変更を伴わないものついては集会の
普通決議で実施できるようになった。

３．2002 年に「マンションの建替えの円滑化等に関す
る法律」が制定されて、法人格を有するマンション
建替組合を設立できることになった。

４．2002 年の「建物の区分所有等に関する法律」の改
正では、建替え決議に関する「費用の過分性」要件
が削除され、区分所有者及び議決権の各５分の４以
上の賛成のみにより議決できるようになった。

【問題３】マンションの建物形式の特徴に関する次の記
述のうち、最も適切なものはどれか。

１．階段室型住棟は、低層住宅に適しており、各住戸の
独立性が高いといえるが、耐震壁は確保しにくい建
物形式である。

２．片廊下型住棟は、エレベーターが有効に活用され経
済的であるが、通風の面ではあまり有効とはいえな
い建物形式である。

３．中廊下型住棟は、各住戸の日照の均一性及び通風の
面で有効でなく、セキュリティも確保しづらい建物
形式である。

４．コア型住棟は、コア部分に動線や設備スペースの集
中ができ、セキュリティ確保や設備メンテナンスの
面では有効な建物形式といえる。

【問題４】マンションの維持保全に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．建築基準法第８条には、建築物の所有者、管理者又
は占有者は、その建築物の敷地、構造及び建築設備
を常時適法な状態に維持するため必要に応じてそ
の建築物の維持保全に関する準則又は計画を作成
し、その他適切な措置を講じなければならないとし
ている。

２．マンション標準管理規約第３２条には、管理組合は
長期修繕計画の作成又は変更に関する業務を行う
ものとしている。

３．国土交通省が示したマンション管理標準指針では、
点検を日常点検、定期点検、臨時点検に区分してお
り、自主点検は臨時点検に位置付けされている。

４．一般的に保全とは、建築物及び諸施設、外構、植栽
等の機能及び性能を使用目的に適合するよう維持
又は改良する諸行為であり、維持保全と改良保全に
分類される。

【問題５】建築基準法第１２条に規定される建築物の報
告、検査等に関する次の記述のうち、正しいものはどれ
か。

１．建築基準法第１２条第１項で規定する建築基準法第
６条第１項第一号に掲げる特殊建築物とは、その用
途に供する部分の床面積の合計が 100 ㎡を超える
ものである。

２．建築基準法第１２条第１項の特定行政庁が指定する
特殊建築物の敷地、構造及び建築設備についての定
期の調査報告は、一級建築士若しくは二級建築士の
資格者でなければできない。

３．建築基準法第１２条第１項の特定行政庁が指定する
特殊建築物の敷地、構造及び建築設備についての定
期の調査報告は、おおむね１年から３年までの間隔
をおいて特定行政庁が定める時期に報告しなけれ
ばならない。

４．建築基準法第１２条第３項の昇降機の定期検査報告
は、おおむね１年から２年までの間隔をおいて特定
行政庁が定める時期に報告しなければならない。

【問題６】マンションの専有部分と共用部分の区分に関
する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．窓枠、窓ガラス、玄関ドア、玄関ドアに付属する錠
前は共用部分であり、玄関ドアの内側の仕上げ材は
専有部分である。

２．給水管は、各戸水道メーターの一次側配管が共用部
分であり、二次側配管が専有部分である。

３．電気の配管・配線は、住戸内分電盤の一次側が共用
部分であり、二次側が専有部分である。

４．スラブ下排水配管の設計において、自らが使用して
いる下階住戸の天井裏にある横引き排水管は、専有
部分とみなされる。

【問題７】マンションの維持保全関連の支出における管
理費と修繕積立金の使い分けに関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．共用設備の保守点検費及び運転費は、管理費から充
当することができる。

２．長期修繕計画作成及び作成のための調査診断費用
は、管理費から充当できない。

３．不測の事故その他特別の事由により必要となる修繕
費は、修繕積立金を取り崩して充当することができ
る。

４．大規模修繕工事の事前調査診断費用は、修繕積立金
を取り崩して充当することができる。
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【問題８】共用部分の修繕工事の進め方に関する次の記
述のうち、最も適切なものはどれか。

１．バリアフリー化の工事に関して、階段に手すりを設
置する工事やエントランスの開きドアを自動ドア
に変更する工事は、普通決議により実施可能であ
る。

２．セキュリティ向上の工事に関して、防犯カメラや防
犯灯の設置工事は特別多数決議により実施可能で
ある。

３．集会室、駐車場、駐輪場の増改築工事などで大規模
なものや著しい加工を伴うものは特別多数決議が
必要であり、各戸の窓枠、窓ガラス、玄関ドア等の
一斉交換工事は普通決議により実施可能である。

４．施工会社の選定に当たっては、見積合わせ方式を採
用して提示金額の低い施工会社を最優先として選
定する方針とした。

【問題９】平成２０年に国土交通省が示した長期修繕計
画標準様式・作成ガイドラインに関する次の記述のう
ち、最も適切なものはどれか。

１．機械式駐車場がある場合には、修繕積立金会計と区
分して別に機械式駐車場会計を設けることが望ま
しい。

２．推定修繕工事費は、想定資金の確保が目的であるた
め推定修繕工事項目の大まかな項目ごとに算出し
た数量に設定した単価を乗じて算出することが望
ましい。

３．長期修繕計画書を見直す場合には、理事会での議論
により確定した建物及び設備の機能性向上も視野
に入れた改良工事を今後の計画に含めることが望
ましい。

４．長期修繕計画書を見直す際、劣化状況把握のための
調査診断実施は特に必要とされない。

【問題１０】鉄筋コンクリ－トの劣化現象に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．コンクリートの中性化は、鉄筋の腐食に大きな影響
を与える。

２．コンクリートの強度低下とは、低品質材の使用、使
用環境、熱作用、化学作用、疲労等によってその強
度が低下する現象である。

３．コンクリート中の鉄筋が腐食すると鉄筋の有効断面
積は減少し、さびにより鉄筋の体積は約１．５倍に
膨張するといわれている。

４．コンクリ－トの凍害とは、コンクリート中の水分が
凍結融解を繰り返し、ひび割れが発生したり、表面
が剥離したりして次第に劣化が進行していく現象
をいう。

【問題１１】マンションの建物の劣化要因及び法規制等
に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．モルタルが浮く原因の中には、モルタルの水分が下
地コンクリートに取られ、セメントの水和反応が阻
害されて結果として硬化不良や接着不良を起こす
ドライアウト現象がある。

２．日本建築学会標準仕様書「ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ
ート工事」2003年版のかぶり厚さの規定によれば、
設計かぶり厚さは、最小かぶり厚さ＋１０ｍｍ以上
とされている。

３．コンクリ－トの塩害やアルカリ骨材反応は、1986
年にコンクリート中の塩化物量総量規制が行われ
また、同時期にアルカリ骨材反応の抑制対策が採ら
れたことにより、それ以降これらの劣化現象は殆ど
発生していない。

４．ＡＬＣパネルの外壁取り付け方法では、挿入筋構法
よりもロッキング構法の方が層間変形に対する追
随性があり、ひび割れが生じにくいとされている。

【問題１２】コンクリ－トの中性化の調査に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．中性化深さの調査に用いる試薬には、フェノールフ
タレインエタノール１％溶液を使用する。

２．コア採取法によるコアの直径は、通常３０～１００
ｍｍである。

３．ドリル粉末法により特定箇所の中性化深さを測定す
る場合には、１箇所につき相互に３０ｍｍ程度離れ
た削孔３箇所について試験を行う。

４．はつりによる方法では、コンクリ－トを鉄筋の表面
まではつり取り、ブロワー等の送風機を用いて、は
つり箇所の粉塵を除去し測定する。

【問題１３】コンクリ－トの塩害調査に関する次の記述
のうち、最も適切なものはどれか。

１．塩化物イオンの定量分析方法としては、電位差滴定
法、吸光光度法、イオンクロマトグラフ法等がある。

２．コンクリート中に塩化物が含まれている可能性が高
い場合には、調査対象はできるだけ雨水が当たる場
所を選定する。

３．コンクリート中の塩化物イオン量を確実に求めるに
は、粗骨材の影響を避けるため、コアの直径５０ｍ
ｍ以上の試験体によることが望ましい。

４．内在塩分の可能性が高い場合には、できるだけ部
材の中心部分と予測される位置の試料を採取する
ことが望ましい。

【問題１４】コンクリ－ト強度の調査診断に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．反発硬度法及び超音波法（音速測定法）を適用する
部材は、躯体コンクリートの厚さが１００ｍｍ以上
の部材を対象とする。

２．小径コア及び標準コアを採取する部材は、躯体コン
クリートの厚さが１２０ｍｍ以上の部材を対象と
する。

３．超音波法（音速測定法）によるコンクリート圧縮強
度の測定数値は、一般的に精度が極めて高いとされ
ている。

４．コンクリート圧縮強度数値の評価は、躯体コンクリ
ートの設計基準強度を満足しているか否かを主な
判定基準としている。
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【問題１５】外壁補修工事の修繕設計に関する次の記述
のうち、最も適切なものはどれか。

１．モルタル浮き補修工事で採用する注入口付きアンカ
ーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法の標準的
なアンカーピンの本数は、1㎡あたり９本である。

２．エフロレッセンスの補修方法には、超高圧水洗浄等
により機械的に除去する方法と酸化リチウムを主
成分とする薬剤により除去する方法とがある。

３．外壁の塗膜剥離工法としては、サンドブラスト工法
が多く採用されている。

４．挙動性のある大きいひび割れの補修には、Ｕカット
シーリング材充てん工法よりもＵカット可とう性
エポキシ樹脂充てん工法の方が適している。

【問題１６】外壁タイルの劣化調査診断に関する次の記
述のうち、最も適切なものはどれか。

１．タイルの裏あし破断は、一般的に深目地タイル仕上
げの場合には発生しない。

２．赤外線装置法とは、タイルの浮き部と健全部の熱伝
導の違いによる表面の温度差を赤外線装置により
測定し、浮きの有無や程度を調査する方法である。

３．タイルの浮き部範囲の調査方法として現在最も精度
が高いとされている方法は、反発法である。

４．タイルの浮き調査法の一つである打診法とは、テス
トハンマーを用いて空洞音を捉えタイルの浮き有
無や程度を調査する方法であり、熟練者でなくても
容易にできる調査法である。

【問題１７】タイル張り外壁の補修工事及び修繕設計に
関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法は、
タイル陶片の浮き補修にも多く適用される。

２．新規のタイルを全面に張る工法としては、既存外
壁面に取り付け金具をアンカー固定し、乾式工法
にてタイルを取り付ける選択もある。

３．アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリ
ー注入工法は、タイルの浮きしろが１．０ｍｍを超
える場合には、適用されない。

４．先付け工法によるタイル張りの広範囲に亘るひび割
れ補修方法としては、注入口付きアンカーピンニン
グ部分エポキシ樹脂注入工法が適している。

【問題１８】タイル張りの施工に関する次の記述のう
ち、最も適切なものはどれか。

１．モザイクタイル張りに適用するモザイクタイルと
は、１枚のタイル面積が２５ｃ㎡以下の磁器タイル
を総称していう。

２．コンクリート下地に直接タイルを張る工法は、直張
り工法と呼ばれているが近年のマンションでは減
少の傾向にある工法である。

３．改良積上げ張りとは、圧着張りにおける塗り置き時
間の管理不足による大型タイルの浮きを防ぐため
に主として改良された工法である。

４．密着張りとは、タイル面に振動を与えながら下塗り
の張り付けモルタルにタイルを張る工法であり、現
在の外壁タイルの施工方法として多く採用されて
いる工法の一つである。

【問題１９】付帯金物工事に関する次の記述のうち、最
も適切なものはどれか。

１．鉄骨階段の鋼板仕上げに使用される溶融亜鉛めっき
の防錆効果は、ＨＤＺ―５５の場合、都市部で３０
年以上とされている。

２．近年の各住戸バルコニー物干し金物の材質は、樹脂
製品が主流となっている。

３．７階建て建物の廊下床面に設置されているエキスパ
ンション金物を交換する場合、躯体コンクリートの
クリアランス寸法は、一般的に各階で４００ｍｍ程
度と考えて計画する。

４．駐輪場の増設計画において、機能上の検討は十分に
行う必要があるが、法的な規制の検討は特に必要と
されない。

【問題２０】バリアフリー改良計画の検討に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．建築基準法上、避難階段に手すりを設置する場合の
階段有効幅員の計測は、手すりの出幅１２ｃｍを限
度に計測しないものとして扱う。

２．「長寿社会対応住宅設計指針」では、階段に足下灯
を設置することを推奨規定としている。

３．高低差が９ｃｍ以上の廊下スロープの勾配は、「住
宅性能表示制度」等級３で、１２分の１以下と規定
されている。

４．エレベーター出入り口の有効幅員について「長寿社
会対応住宅設計指針」及び「住宅性能表示制度」で
は、８０ｃｍ以上と規定されている。

【問題２１】マンションの室内騒音に関する次の記述の
うち、最も適切なものはどれか。

１．音の伝わり方による分類としては、固体伝搬音と空
気伝搬音の２種類があり、マンションで問題となる
固体伝搬音の代表的なものは界壁を伝達する音で
ある。

２．床衝撃音の遮音等級は、Ｌ値で表わされるが、その
数値は小さいほど遮音性能が高いとされている。

３．住戸内の騒音等級は、Ｄ値で表わされるが、その数
値は大きいほど騒音レベルの性能水準が高いとさ
れている。

４．住戸界壁の遮音等級は、Ｎ値で表わされるが、その
数値は小さいほど遮音性能が高いとされている。

【問題２２】建物塗装面の劣化現象及び調査診断に関す
る次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．白亜化とは、仕上げ材表層の樹脂が紫外線、雨水、
熱などの外力により分解し粉状となる現象である。

２．エフロレッセンスとは、仕上げ下地の可溶成分がひ
び割れ等から析出して、大気中の二酸化炭素と反応
し、難溶性白色物質となって塗装表面に沈着する現
象である。

３．コンクリート取り合い部の塗装鉄鋼材のさびは、鉄
鋼面に塗装されている合成樹脂ペイント等の耐ア
ルカリ性が低下することに起因しており、コンクリ
ートのアルカリ成分と塗膜中の油分とが鹸化（けん
か）反応を起こしてさびが進行する。

４．複層仕上げ塗材の塗膜付着強度試験の判定基準は、
１．０ Ｎ／ｍ㎡を全般の目安としている。
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【問題２３】旧建設省による総合技術開発プロジェクト
にて示された鋼素地の塗装の標準耐用年数に関する次
の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．ＪＩＳ Ｋ ５６２１に規定される 一般さび止め
ペイント２回塗り（下塗り）の標準耐用年数は、１
年である。

２．２液形エポキシ樹脂プライマー（下塗り）、２液形
エポキシ樹脂エナメル２回塗り（中塗り、上塗り）
の標準耐用年数は７年である。

３．２液形エポキシ樹脂プライマー（下塗り）、２液形
ポリウレタン樹脂エナメル２回塗り（中塗り、上塗
り）の標準耐用年数は１０年である。

４．非露出専用のＪＩＳ Ｋ ５５８３に規定される塩
化ビニル樹脂プライマー（下塗り）、塩化ビニル樹
脂エナメル塗り（上塗り）の標準耐用年数は２４年
である。

【問題２４】塗料中に含まれる有機溶剤に関する次の記
述のうち、最も適切なものはどれか。

１．塗料中に含まれる有機溶剤は、保管中の安定した状
態ではあまり問題とされない。

２．有機溶剤使用による作業中の中毒を防止するため
に、建築基準法において中毒予防規則が定められて
いる。

３．有機溶剤は、労働安全衛生管理上第一種、第二種及
び第三種に分類されており、最も毒性が低いとされ
ているのは第三種有機溶剤である。

４．有機溶剤を使用する外壁塗装工事と住戸内のシック
ハウス症候群との因果関係は少ないと考えられる。

【問題２５】塗装工事の修繕設計に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．一般に鉄鋼面塗装の下地処理として選択される３種
ケレンとは、劣化していない塗膜を残し、さびと劣
化塗膜を除去して鋼材面を露出させる工法である。

２．ＶＯＣ（揮発性有機化合物）を含む外壁塗装材の中
には、大気汚染防止法等の厳しい規制の下に使用可
能とされているものも多くある。

３．塗装仕様書における塗付量とは、被塗物に塗り付け
る原材料の量であり希釈するシンナーや水は含ま
れない。

４．合成樹脂調合ペイントは、建築基準法におけるホル
ムアルデヒド発散建築材料としての法規制を受け
る塗料に含まれていない。

【問題２６】金属下地面の塗装に関する修繕設計におい
て、改修塗装と既存塗装の適合性が最も不適切な組み合
わせはどれか。

改修塗装        既存塗装

１．合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り… 油性調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り
２．ｱﾙﾐﾆｳﾑﾍﾟｲﾝﾄ塗り   … ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り
３．ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り … 塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り
４．ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り … 塩化ｺﾞﾑ系ｴﾅﾒﾙ塗り

【問題２７】マンションの各住戸鋼製建具及びアルミ製
手摺りの改修工事に関する次の記述のうち、最も不適切
なものはどれか。

１．手摺りに使用するアルミニウム合金の複合皮膜と
は、陽極酸化皮膜の上にさらに塗装するもので、耐
食性に優れた表面処理方法である。

２．各住戸のアルミニウム製建具の気密性は、日本工業
規格により規定されているが気密性等級の数値が
小さいほどすきま風が少ないとされている。

３．アルミニウム合金製手摺りの取付け時強度は、（財）
ベターリビングにて規定されているが、３００型の
手摺りを共用廊下に設置する場合には、水平荷重強
度２９５０Ｎ／ｍが必要とされている。

４．各住戸の玄関鋼製建具の改修工法としては、大きく
「かぶせ工法」、「扉交換工法」、「撤去工法」の
３つに分類される。

【問題２８】シーリング材の充てんに関して、次の部位
のうちワーキングジョイントとして最も適切なもの
はどれか。

１．屋上パラペットのステンレス製笠木のジョイント部
目地

２．鉄筋コンクリート造のアルミニウムサッシ枠とコン
クリートの取り合い部目地

３．外壁タイルの目地
４．鉄筋コンクリート造の各階水平打ち継ぎ部目地

【問題２９】次のシーリング改修工法の工法と項目の比
較表において、表中の（ア）から（エ）に当てはまる
語句の組み合わせとして最も適切なものはどれか。

  項目

工法
性能

作業

環境
意匠 工期 費用

シーリング

再充てん
(ア) 良 良 中 普通

拡幅シーリン

グ再充てん
優 (イ) 可 長 高価

ブリッジ 優 優 (ウ) 短 (エ)

１.（ア）優 （イ）不良 （ウ）良  （エ）高価
２.（ア）良 （イ）良  （ウ）不可 （エ）普通
３.（ア）優 （イ）優  （ウ）良  （エ）安価
４.（ア）良 （イ）不良 （ウ）不可 （エ）安価

【問題３０】アスファルト防水押さえコンクリート工法
の防水層の調査診断及び改修計画に関する次の記述の
うち、最も不適切なものはどれか。

１．漏水は、一般的に防水材料の劣化・損傷よりも建築
上の納まりが原因となることのほうが多い。

２．二次調査診断としては、押さえコンクリート表面の
劣化状況や押さえコンクリートの伸縮目地部の劣
化状況を目視調査する。

３．二次調査診断としては、押さえコンクリート下部の
アスファルト防水層の一部をサンプリングとして
切り取り、材料メーカーに劣化度測定調査を依頼す
ることも重要である。

４．改修計画においては、屋上ドレン廻りの修繕が重要
な要因であるが、既存のドレンの内側に新ドレンを
据え付ける場合も多くあり、その際には排水能力の
検討も必要とされる。

第 10回



28

【問題３１】防水の種類に関する次の記述のうち、最も
適切なものはどれか。

１．建築物の防水は、水密性を高めコンクリートその
もので防水機能を有するコンクリート防水とコン
クリートの上に被膜を施して防水機能を有するメ
ンブレン防水に大別されるが、シーリングはメン
ブレン防水に含まれる。

２．塗膜防水材の種類としては、２成分形ウレタンゴ
ム系のほかに、アクリルゴム系、クロロプレンゴ
ム系、ゴムアスファルト系等がある。

３．シート防水は、原則として１枚の合成高分子系防
水シートを接着剤又は固定金物により下地面に固
定するものであり、各防水シートの接合法はすべ
て統一されている。

４．改質アスファルト防水トーチ工法の防水シートの
品質は、ＪＩＳ Ａ ６０１３改質アスファルト
ルーフィングシートにより規定されているが、非
露出の単層での標準的な厚さは２.０ｍｍ以上と
されている。

【問題３２】マンションの給水設備に使用されている配
管材料及び配管方式に関する次の記述のうち、最も不
適切なものはどれか。

１．給水管として、1975 年頃まで亜鉛めっき鋼管が多
く使用されていたが、この管材は通称白ガス管と呼
ばれ、さび易い欠点があるとされている。

２．マンションの専有部分で使用される給水・給湯管と
しては、1990 年頃から耐熱性、耐食性に優れた架
橋ポリエチレン管やポリブデン管などの樹脂管の
採用が多くなっている。

３．2000 年頃から新築マンションでは、耐久性のある
ステンレス鋼管を共用部給水管に採用する例が増
えてきており、通常ＳＵＳ３０４の材質が多く使わ
れている。

４．専有部分の給水・給湯配管方式として、多く使用さ
れるさや管ヘッダー方式とは軟質の樹脂管の保護
を主たる目的としてさや管を使用する方式である。

【問題３３】マンションの給水設備に使用される給水ポ
ンプに関する次の記述のうち、最も適切なものはどれ
か。

１．高置水槽方式の揚水ポンプは、通常１台設置して自
動制御運転とする。

２．直送ポンプユニットとは小流量で長く運転すると給
水ポンプ内が加熱焼損する恐れがあるため圧力タン
クを内蔵させて、小流量時には給水ポンプは運転せ
ずに圧力タンクを通して水を供給するものである。

３．ポンプ室内の給水ポンプは、騒音・振動の対策とし
てコンクリート基礎の上に直接堅固にボルト固定す
るのが一般的である。

４．給水ポンプをコンクリート基礎の上に直接固定する
場合の耐震対策としては、伸縮継手で地震時の変位
を吸収する工法がとられる。

【問題３４】マンションの給水・給湯配管の劣化調査診
断に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．給水配管の主な劣化調査の方法としては、肉厚調査、
内視鏡調査、Ｘ線調査などがあげられるが、複数の
調査を実施して判定区分が異なる場合においては、
最も劣る判定を採用するのが一般的とされている。

２．専有部分の水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管の

調査は、使用部位の多い直管部を重点的な対象とし
て実施する。

３．地中埋設給水配管の外面の劣化としては、外面全体
が腐食する全面腐食と部分的に腐食が集中する局部
腐食とに区分されるが、腐食因子の複雑な全面腐食
のほうが局部腐食よりも腐食の進行が早いとされて
いる。

４．給湯用銅管の腐食で最も多く見られるのがかい食
．．．

と
呼ばれるものであるが、その原因としては、水質及
び配管内の残留異物などがあげられる。

【問題３５】マンションの排水設備に関する次の記述の
うち、最も適切なものはどれか。

１．トラップの目的は、トラップ内にある排水弁によっ
て、排水管からの臭気や衛生害虫の室内への侵入を
防止することである。

２．各階の排水横管の勾配は、流速が遅くて汚物やスケ
ールが付着し易くなったり、流速が速くて汚物が取
り残されたりすることのないように、２～３ｍ／秒
の流速となるように計画する。

３．建物内の排水通気設備には、汚水系統と雑排水系統
を一緒に排水する場合の合流式と別系統で排水す
る場合の分流式とがある。

４．近年の台所ディスポーザー機器は、排水処理槽を設
置しなくても使用可能である。

【問題３６】マンションの排水通気管に関する次の記述
のうち、最も不適切なものはどれか。

１．近年新築及び改修工事で多用される特殊継手排水シ
ステムでは、排水立て管内の流れと排水横引き管の
流れの交差を円滑にし、また排水立て管の流速を減
じる工夫がなされている。

２．特殊継手排水システムの性能は、建築基準法に規定
されており、試験方法、能力の判定法、表示法など
が基準化されている。

３．排水通気方式のうち、各個・ループ通気方式は、排
水管と通気管の２管を有する方式であり、共用部分
の便所及び店舗などに多く採用されるが、マンショ
ン住戸内での採用は比較的少ない方式である。

４．通気管の末端は、通気口と呼ばれ排水がある程度流
れると末端の通気口では負圧となり外気の吸入を行
うが、排水がされていない時は排水管内の臭気が外
気に排出されるため住戸窓等開口部との離隔が必要
となる。

【問題３７】マンションの排水設備の維持管理及び改修
工事に関する次の記述のうち、最も不適切なものはど
れか。

１．共用排水立て管の更生工事とは、排水管内面を研磨
後、エポキシ系樹脂をライニングして既設の排水管
を再利用する工事である。

２．共用排水立て管の更新工事においては、立て管を元
の位置に設置するよりも別の位置へ設置するほう
が、該当する縦系列各住戸の排水停止時間は短縮さ
れる。

３．改修工事において、同一パイプシャフト内に設置さ
れている台所用排水立て管と浴室用排水立て管と
を一つの立て管にまとめる排水システムの検討は
可能である。

４．排水用亜鉛めっき鋼管の定期管内清掃の目的の一つ
としては、管の内面に発生した小さなさびこぶ

．．．．
を定

期的に除去することも含まれる。
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【問題３８】マンションの電気設備に関する次の記述の
うち、最も適切なものはどれか。

１．電力の引き込みは、住戸部と共用部の２系統に分け
られるが、共用部の合計契約電力が５０ｋＷ未満の
場合には、自家用電気工作物となる。

２．電圧の種別は、低圧、高圧、特別高圧に種別され、
マンションの各戸に供給される電気方式は一般的に
低圧の単相３線式である。

３．電灯幹線・動力幹線の太さは、系統別の許容電流と
電圧降下によって決定される。

４．共用部の幹線のうち、電灯幹線の電気方式は三相３
線式である。

【問題３９】マンションの共用部の照明器具改修工事に
おいて、廊下及び外構の照明器具に使用する次の光源
のうち、最も不適切なものはどれか。

１．コンパクト型蛍光ランプ
２．ＬＥＤランプ
３．ハロゲンランプ
４．水銀ランプ

【問題４０】マンションの共用部の所要照度基準におい
て、共用部と所要照度の次の組み合わせのうち、最も
不適切なものはどれか

共用部       所要照度（ルクス）

１．管 理 事 務 室 … ４００
２．集 会 室 … ３００
３．エレベーターホール … ２００
４．非 常 階 段 … １５０

【問題４１】テレビ共同受信設備の改修に関する次の記
述のうち、最も適切なものはどれか。

１．テレビ共同受信設備機材の標準的な耐用年数におい
て、テレビ端子は一般的に１２年程度である。

２．地上波デジタル放送への移行において、現在使用し
ているＶＨＦ・ＵＨＦアンテナでデジタル放送の受
信は可能であり、どの地域においてもアンテナの方
向を調整するなどの工事は必要としない。

３．ＣＡＴＶ受信設備に改修し、加入した後においても
地上波デジタル放送を受信するためには、現在のア
ナログ放送受信テレビをデジタル放送受信可能な
テレビに買い替えなければならない。

４．住戸内のテレビ端子を改修する場合において、双方
向通信を可能とするためには、すべてのテレビ端子
を直列ユニット式に配線する必要がある。

【問題４２】マンションのガス設備に関する次の記述の
うち、最も不適切なものはどれか。

１．ガス配管の資産区分は、公道引き込みから建物内に
入るまでがガス事業者の資産であり、それ以降がマ
ンション入居者あるいはマンションの管理者の資
産である。

２．ガスの供給方式としては、低圧、中圧、高圧の３種
類の方式があるが、マンションに供給されるのは、
低圧又は中圧である。

３．屋内に設置されているガスガバナー室には、第１種
又は第３種の換気設備が必要とされる。

４．地中埋設のガス管として使用される亜鉛めっき鋼管
は、外面腐食が殆どであり、ガス自体に含まれる成
分により内面腐食が進行することはあまりない。

【問題４３】マンションの防災・防犯設備に関する次の
記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．「防犯に配慮した共同住宅に係わる設計指針」とし
て国土交通省が示した四つの基本原則とは、「監視
性の確保」、「領域性の強化」、「接近の制御」、
「被害対象の強化・回避」である。

２．非常用照明器具には、蓄電池を内蔵したものが多く、
その容量は停電後３０分間以上点灯できるもので
なければならないとされている。

３．スプリンクラー設備は、火災の初期消火に有効とさ
れ、火災の感知から消火まで自動で行う消火設備で
あり、通常マンションでは漏水を考慮して乾式閉鎖
型が用いられている。

４．火災は、Ａ火災、Ｂ火災、Ｃ火災、Ｄ火災の４種類
に大別されており、Ｂ火災は油火災、Ｃ火災は電気
火災のことである。

【問題４４】マンションの搬送設備に関する次の記述の
うち、最も不適切なものはどれか。

１．トランク付きエレベーターとは、ストレッチャー等
の使用を想定してトランクをかご奥に設置してお
り、規模の大きいマンションでは採用が不可欠とさ
れる重要な仕様である。

２．エレベーターの税法上の法定償却耐用年数は１７年
であるが、適正に保守点検が行われていれば、一般
的な計画耐用年数は２５年といわれている。

３．１０台以上の機械式駐車装置には、二酸化炭素消火
設備等の設置が必要とされる。

４．機械式駐車場には駐車場法が適用されており、機械
式駐車装置自体には昇降機と同様に建築基準法に
より、定期点検が義務付けられている。

【問題４５】マンションの設備全般に関する次の記述の
うち、最も適切なものはどれか。

１．機械式駐車場設備の機械部分の減価償却資産として
の耐用年数は、２０年である。

２．排水再利用設備を設けて供給された雑用水を利用す
る場合において、各住戸の便所の温水洗浄便座及び
手洗付きロータンクの給水に雑用水を連結するこ
とはできない。

３．各住戸で採用される換気方式としては、排気だけに
換気扇を使用する第１種機械換気方式が多い。

４．リニアモーターエレベーターは、機械室が不要であ
り、モーターの効率も良いため一般に消費電力も大
幅に低減される。
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【問題４６】（社）空気調和・衛生工学会の規格による
次の設備配管図示記号と名称の組み合わせとして、最
も不適切なものはどれか。

  記 号       名 称  

１．   ・・・ 給 水 管

２．       ・・・ 排 水 管

３．     ・・・ 給 湯 管

４．              ・・・ 消 火 栓 管

【問題４７】次の記述のうち、建設業法に違反しないも
のはどれか。

１．一般建設業許可を受けているＡ社は、注文者から請
け負った改修の建築一式工事に対して、当該建築一
式工事の一部を下請け建設業者Ｂ社に４，０００万
円で発注した。

２．特定建設業許可を受けているＣ社は、大型の改修工
事を受注することになったが、下請け建設業者Ｄ社
へ発注するにあたり金額が５，０００万円であるこ
とから、主任技術者を置いた。

３．３,０００万円の改修工事を受注したＥ社は、注文
者の口頭による了解を受けた後、請け負った改修工
事のすべてを建設業者Ｆ社に下請けとして発注し
た。

４．改修工事が完了し、注文者から請負代金を受領した
Ｇ社は、下請け建設業者として工事の一部を発注し
たＨ社に対して請負代金を受領後、３ヶ月後に相当
額を支払った。

【問題４８】住宅の品質確保の促進等に関する法律（以
下、本問において「品確法」という）に関する次の記
述のうち、正しいものはどれか。

１．品確法は、新築住宅の請負契約又は売買契約におけ
る瑕疵担保責任について特別の定めを設けている。

２．新築住宅の階段は、瑕疵担保責任の対象部分に含ま
れる。

３．品確法の瑕疵担保期間は、引き渡し後の入居した日
から１０年間である。

４．住宅性能表示制度は、既存住宅においては適用され
ない。

【問題４９】エネルギーの使用の合理化に関する法律に
関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

１．住宅・建築物に係わる措置については、ストック対
策と住宅対策が強化され、2008 年４月１日から施
行されている。

２．届出、定期報告の対象となる第１種特定建築物とは、
床面積が２０００㎡以上であり、届出後３年ごとに
維持保全の状況を所管行政庁に報告しなければな
らないとされている。

３．省エネ措置の届出において、修繕・模様替を行う場
合の届出対象規模のうち、１つは屋根、床、壁の工
事面積の合計が１０００㎡以上にあたる改修工事
とされている。

４．省エネ措置の届出において修繕・模様替を行う場合
の届出対象規模のうち、１つは屋根、床、壁（隣地
から１．５ｍ以内は除く）が工事種目別に全体の３
分の２以上にあたる改修工事とされている。

【問題５０】建物の区分所有等に関する法律によれば、
次の事項のうち、集会による特別決議事項が必要とさ
れているものはどれか。

１.管理者の選任、解任
２.管理組合法人の設立
３．共同の利益に反する行為の停止等の請求訴訟の提起
４．共用部分の復旧決議及び建替え決議等がなされてい

ない条件での小規模一部滅失の場合の復旧

第10回 (平成23年2月) ≪記述式試験問題≫

【問題１】マンションの改良計画に関する次の記述のう

ち、（ ）内に当てはまる最も適切な数値を解答欄に記

入しなさい。

１．「長寿社会対応住宅設計指針」においては、マンシ

ョンの共用階段の有効幅員は（  ）ｍ以上とする

ことが望ましいと示されている。

２．「長寿社会対応住宅設計指針」においては、マンシ

ョンの共用片廊下の有効幅員は（  ）ｍ以上とす

ることが望ましいと示されている。

３．（財）都市防犯研究センターの資料によると一般的

に犯罪目的で侵入しようとする者は、窓や扉の破壊

行為が（  ）分以上かかるようだと約７０％が侵

入をあきらめると示されている。

４．耐震改修設計において、構造耐震指標であるＩｓ値

が（  ）未満であると必要な耐震強度を満たして

いないとされている。

５．既存アスベストの撤去計画において、アスベスト含

有量が５％を超える吹き付け材の使用は、昭和

（  ）年に使用禁止となっていることを理解して

おく必要がある。

【問題２】次の文章は、雑排水設備の改修計画に関して

述べたものである。文中の（ ① ）から（ ⑤ ）に該

当する、最も適切な語句を下記の選択語群から選び、

ア からソ までの記号を解答欄に記入しなさい。

築年数の古いマンションにおいては、（ ① ）が発生し

て初めて共用雑排水立て管の更新計画に着手する場合

が多い。雑排水管の更新計画は、詳細な（ ② ）に基づ

く分析をして進められるが、更新工事の範囲として、立

て管の位置、材質、撤去の方法、立て管と枝管の接続方

法、（ ③ ）などを十分に検討したうえでの改修設計と

する。

設計完了後、施工着手までの間には十分な住民説明会を

行い、なるべく（ ④ ）の工事承諾を得て工事を円滑に

進めるよう配慮する。
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工事中は、専有部への工事関係者の立ち入り、居住者の

立ち会い、（ ⑤ ）に対する理解、排水停止等の住民の

協力が不可欠であり、また工事完了に際しては、住戸ご

とに完了確認を行う体制が重要である

（語群選択）

ア．赤水         イ．調査資料  
ウ．夜間工事  エ．過半数の区分所有者
オ．工事騒音   カ．ウオーターハンマー  
キ．引渡し資料 ク．塗装工事  
ケ．３分の２以上の区分所有者  コ．給水制限  
サ．漏水         シ．アンケート資料  
ス．道連れ工事  セ．全区分所有者
ソ．トイレ使用制限  

【問題３】日本建築学会建築工事標準仕様書「第５章鉄
筋コンクリート工事」（ＪＡＳＳ５）では、コンクリー
トの適切な品質・調合の規定を設けているが、２００
３年版の各項目別の規定値として、最も適切な数値の
記号を解答欄に記入しなさい。

  項目                規定数値

1.水セメント比
（早強・普通・混合Ａ）  ［ア.55 イ. 60 ウ.65 エ.70］

①     ％以下（低熱セメントを除く）

２．単位セメント量［ア.210 イ.240 ウ.270 エ.300］

②  ｋｇ／㎥以上

３．単位水量  ［ア.165 イ.175 ウ.185 エ.195］

③  ｋｇ／㎥以下

４．塩化物総量［ア.0.2 イ.0.3 ウ.0.4 エ.0.5］

④  ｋｇ／㎥以下

５．空気量  ［ア．3.0 イ．3.5 ウ．4.0  エ．4.5］

⑤       ％

【問題４】建築基準法第１２条（報告、検査等）におい
て規定するロープ式昇降機の定期検査に関して、国が
定める書式の中で「機械室」の検査項目とし記載され
ている内容を５つ解答欄に記入しなさい。

(解答例：機械室出入り口の戸)

【問題５】平成１５年に竣工し、築８年を迎えるＳＲＣ
造１５階建て１５０戸の居住専用マンションの長期修
繕計画書を見直す場合において、今後築３０年以降に
初めて発生する
．．．．．．．

ことが想定される大規模計画修繕工事
の項目を５つ解答欄に記入しなさい。
ただし、新規に実施する耐震補強関連の改良工事項目
は対象外とし、マンションのグレードも特に条件付け
しないものとする。

(解答例：外部鉄骨階段の交換工事)
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第９回 (平成22年2月) ≪択一式試験問題≫

【問題１】マンションの普及･発展に関する次の記述の
うち、最も不適切なものはどれか。

１．昭和30年代後半の都心にあるマンションの多くは、
セントラル方式の設備システムにより冷暖房、給湯
を行う等グレードが高く、購入者は高額所得層が中
心であった。

２．1973年（昭和48年）には、世帯数が住宅数を上回り、
昭和50年代以降の住宅施策は量の増大の時代にな
った。

３．大都市における中堅所得層の住宅不足の解消を目的
として設立された「日本住宅公団」が、供給した住
宅の特徴は、ダイニングキッチン形式や団地形態等
である。

４． 1926年（大正15年）から1934年（昭和9年）にかけ
て、東京、横浜の16箇所に建設された「同潤会アパ
ート」の特徴は、耐震・耐火構造等である。

【問題２】マンションの建替えに関する法制度の整備に
ついて、次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１．2002年（平成14年）に「マンションの建替えの円滑
化等に関する法律」が制定されて、老朽化マンショ
ンを円滑に建替えするための法制度が整備された。

２．2002年（平成14年）に行われた「建物の区分所有等
に関する法律」（以下「区分所有法」という）の一
部改正により、建替え決議要件の「費用の過分性」
は削除され、区分所有者及び議決権の各4／5以上の
賛成で建替え決議が可能となった。

３．区分所有法の一部改正により、団地内の特定の建物
を建て替える場合には、団地管理組合の区分所有者
及び議決権の各3／4以上の賛成により建替え承認
を決議することができることになった。

４．区分所有法の一部改正により、団地管理組合の区分
所有者及び議決権の各4／5以上又は棟ごとに2／3
以上の賛成があれば、団地内のすべての建物を一括
して建て替えることができることになった。

【問題３】マンションに用いられる主な構造形式に関す
る次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．プレキャストコンクリート工法は、工場や現場構内
で製造した鉄筋コンクリート板を現場で組み立て
構築する工法である。

２．現場打ち工法は、鉄筋を配筋した後、周囲に型枠を
組み立て、コンクリートを打設し、脱型して作り上
げる工法である。

３．近年の超高層マンションについては、鉄筋コンクリ
ート造よりも高強度コンクリートを用いた鉄骨鉄
筋コンクリート造の方が主流となっている。

４．プレストレストコンクリートスラブは、荷重に対し
てのひび割れを防ぐだけでなく、ワイドスパンの梁
の計画及び床厚を小さくすること等を可能にして
いる。

【問題４】地震に対応する主な構造形式に関する次の記
述のうち、最も適切なものはどれか。

１．免震構造とは、建物の変形を少なくするだけでなく、
住居内家具の転倒や非構造部の破壊も少なくなり、
建て替えまでは免震装置の維持管理を必要としな
い構造形式である。

２．免震構造とは、建物の基礎と上部構造の間に滑り支
承などの免震装置を設けて、建物上部への地震入力
を少なくする構造形式である。

３．耐震構造とは、地震のエネルギーをダンパー等の耐
震部材で吸収することにより、地震力を低減し、破
壊されにくくする構造形式である。

４．制震構造とは、地震力に耐えるように、壁、スラブ、
柱、梁等の剛性や靱性を考慮する構造形式である。

【問題５】国土交通省が公表しているマンション標準管
理規約及びマンション管理標準指針によれば、専有部分
と共用部分に関する次の記述のうち、最も適切なものは
どれか。

１．玄関ドア枠は、共用部分であり、玄関ドアの本体並
びに玄関ドアの錠は、専有部分である。

２．電気幹線設備においては、住戸の分電盤から住戸内
の配管配線が専有部分である。

３．排水管がスラブ上配管の場合は、共用立て管の横引
き継手から先の住戸内の横引き管が専有部分であ
る。

４．排水管が、スラブ下配管の場合は、スラブ面よりも
下の横引き管は専有部分である。

【問題６】マンションにおける維持保全関連の法律の規
定に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１．建築基準法第8条には、建築物の所有者、管理者又
は占有者は、その建築物の敷地、構造及び建築設備
を常時適法な状態に維持するように努めなければ
ならないと規定されている。

２．建築基準法第12条には、特定行政庁が指定するもの
の所有者又は管理者は、建築物の敷地、構造、設備
について、定期的にその状況を有資格者に調査させ、
その結果を報告しなければならないと規定されて
いる。

３．消防法第8条には、延べ面積1,000㎡以上の共同住宅
では、甲種防火管理講習の受講修了者から、防火管
理者を選任しなければならないと規定されている。

４．消防法第8条には、共同住宅の居住者が50人以上の
場合、管理について権原を有する者は、防火管理者
に消防計画を作成させ、消火・避難訓練等を実施さ
せなくてはならないと規定されている。

【問題7】建築基準法第12条に規定されるマンションに
おける定期報告に関する次の記述のうち、正しいものは
どれか。

１．特定行政庁が指定する特殊建築物の敷地、構造に関
する定期調査報告は、おおむね6月から3年までの間
隔をおいて特定行政庁が定める時期に報告をしな
ければならない。

２．特定行政庁が指定する特殊建築物の建築設備に関す
る定期調査報告は、おおむね6月から1年までの間隔
をおいて特定行政庁が定める時期に報告をしなけ
ればならない。

３．特定行政庁が指定する昇降機以外の特殊建築物の建
築設備に関する定期検査報告は、おおむね6月から3
年までの間隔をおいて特定行政庁が定める時期に
報告をしなければならない。

４．昇降機の定期検査報告は、おおむね6月から3年まで
の間隔をおいて特定行政庁が定める時期に報告を
しなければならない。

【問題８】長期修繕計画の見直しにおける改良工事の提
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案に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．耐震性能の向上のために耐震診断を行い、その結果
に基づき、ピロティに有効な耐震壁の増設及び鉄骨
ブレース設置等の耐震補強工事を計画する。

２．省エネルギー対策として、次回の屋根防水の改修工
事では、絶縁通気型仕様による改修工事を計画する。

３．バリアフリー性向上のために、エントランスホール
出入り口の開き扉をオートドアに取り替える工事
を計画する。

４．防犯対策として、エントランスホール出入り口のオ
ートドアにオートロックシステムの導入を計画す
る。

【問題9】大規模修繕工事のコンサルタント業務を受託
した設計事務所が工事請負会社選定作業段階で実施す
る業務として、最も不適切なものはどれか。

１．大規模修繕工事の設計図書・数量内訳書、過去の修
繕工事履歴書等を整え、工事見積り条件を明確にし
た見積り要領書を作成する。

２．工事範囲、工事仕様、業種別工事詳細、見積りの条
件、現地の状況等を把握するために必要な現場説明
会の開催を補助する。

３．施工要望会社より提出された見積り書について、工
事別金額、使用予定材料、採用予定工法等を精査・
検討し、施工要望会社別の工事項目別詳細比較表を
作成し、管理組合に提出する。

４．工事請負会社を選定するための施工要望会社別ヒヤ
リングに参加し、管理組合に代わってネゴシエーシ
ョンを行い工事請負会社を決定する。

【問題10】日本建築学会建築工事標準仕様書「第５章鉄
筋コンクリ－ト工事」（以下本問において「ＪＡＳＳ５」
という）に関する次の記述のうち、最も不適切なものは
どれか。

１．ＪＡＳＳ５では、コンクリートの適切な材料選択、
調合方法及び施工標準を定めている。

２．１９８６年（昭和６１年）のＪＡＳＳ５改訂では、
施工誤差を考慮したかぶり厚さとして、「最小かぶ
り厚さ」=「設計かぶり厚さ＋10ｍｍ」と規定した。

３．１９９７年（平成９年）版のＪＡＳＳ５では、計画
供用期間の級（一般、標準、長期）が新設された。

４．１９９７年（平成９年）版のＪＡＳＳ５では、プレ
キャスト複合コンクリ－トの規定が新設された。

【問題11】コンクリ－トに関する次の記述のうち、最も
適切なものはどれか。

１．天然良質骨材資源の枯渇は、大正時代初期から危惧
されていた問題である。

２．高度成長期には、建物の高層化に伴い、プラスチッ
ク系の骨材を用いた軽量コンクリ－トの使用量が
増大した。

３．現在、建築工事に用いられているコンクリ－トは、
そのほとんどが工事現場で生産されている。

４．コンクリ－トの製造・施工技術の進歩により設計基
準強度36Ｎ／ｍ㎡を超えるものを、高強度コンクリ
ートと称しているが、現在において設計基準強度の
上限は、特に設けられていない。

【問題12】コンクリ－トの中性化に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．住戸内では、コンクリートの中性化領域が鉄筋位置
に達しても急速に鉄筋が腐食することは少ない。

２．中性化深さの調査方法には、コア採取法、ドリル粉
末法、はつりによる方法等がある。

３．コンクリ－トが中性化すると、水と酸素の存在によ
って鉄筋表面の不働態皮膜が破壊される。

４．コンクリートの中性化の進行とは、一般的にpH（ペ
ーハー）６～８になることをいう。

【問題13】コンクリ－ト強度の調査診断に関する次の記
述のうち、最も適切なものはどれか。

１．コンクリ－ト強度の調査診断は、一般的に一次診断
において資料調査及び音感レベルを含めた目視の
調査を行い、高次診断の必要性の有無を判断する。

２．コンクリ－ト強度の二次診断・三次診断の方法とし
ては、一般的にコア採取法、モルタルバー法、赤外
分光分析法等があげられる。

３．音波速度によるコンクリ－ト圧縮強度の調査診断は、
内部の骨材、鉄筋の量及び配置等多くの要因の影響
を受けるため、精度の高い結果を得ることは難しい
とされている。

４．反発硬度法とは、硬化コンクリ－トの表面を、シュ
ミットハンマ－で打撃したときの衝撃硬度レベル
から、コンクリ－トの圧縮強度を推定する方法であ
る。

【問題14】コンクリ－トの凍害に関する次の記述のうち、
最も不適切なものはどれか。

１．コンクリートの凍害とは、コンクリートに含まれる
水分が凍結し、膨張圧、水分の移動圧等によってコ
ンクリートが破壊される現象である。

２．凍害による劣化形態の一つであるスケ－リングとは、
表面が薄片状に剥離・剥落する現象である。

３．凍害による劣化形態の一つであるポップアウトとは、
細骨材が凍結して表面が脆弱化する現象である。

４．凍結の場合には、Ｄひび割れや紋様ひび割れのよう
な、特有のひび割れパタ－ンを生じることが多い。

【問題15】コンクリ－トの補修方法に関する次の記述の
うち、最も不適切なものはどれか。

１．中性化対策として超音波剥離機を用いて既存塗膜を
除去し、中性化抑止材等を塗布含浸する場合には、
既存塗膜除去後のコンクリート表面をサンダ－掛
けする必要がある。

２．エフロレッセンス（白華）の補修処理方法としては、
薬剤による除去方法と機械的研磨による除去方法
がある。

３．ジャンカ（豆板）の補修方法は、表面をはつり取り
修復する方法と、空隙部にエポキシ樹脂又はポリマ
－スラリ－セメントを加圧充てんする方法とに大
別される。

４．塩害対策の中には、塩害防止用剤をコンクリート表
面に塗布含浸することにより、コンクリート内の塩
分を中和して、鉄筋を腐食から保護する方法もある。
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【問題16】タイル張り及び下地モルタルに関する次の記
述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．外装タイルの型枠先付け工法は、施工難度が高く、
施工後の剥落の事故も多いため、現在ではあまり使
われていない工法である。

２．「日本工業規格」（以下「ＪＩＳ」という）では、
タイル裏あしの形状が悪いと浮き・剥落の原因とな
ることがあるため、タイル裏あしの形状を規定して
いる。

３．下地モルタルは、近年良質の骨材の入手が困難なこ
とから、現場調合のモルタルに代わってあらかじめ
セメント・砂・混和剤等を工場で配合した既調合モ
ルタルが広く普及している。

４．モルタルの硬化不良や接着不良を引き起こすドライ
アウト現象とは、乾燥した下地コンクリートにモル
タル中の水分が早期にとられ、セメントの水和反応
が阻害されることをいう。

【問題17】タイル張り仕上げの劣化調査方法に関する次
の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．反発法とは、テストハンマー等を用いてタイル面に
一定の衝撃を与え、反発度及び音感レベルの差によ
って接着度を調査する方法である。

２．タイルの接着力試験は、50角二丁掛タイルより大き
いタイルには適用されない。

３．打診法においては、タイル表面からおおむね深さ40
㎜以上の部位での浮きを検知することは困難とさ
れている。

４．タイルや下地モルタルの浮き調査では、打診法より
も赤外線装置法の方が一般的に信頼度が高いとさ
れている。

【問題18】コンクリート面の仕上げに使用される塗装材
料に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか

１．塗膜を形成するための主体となる成分は、油、合成
樹脂、無機質結合材である。

２．着色の役割をする塗装材料用着色顔料の種類には、
有機顔料と無機顔料とがある。

３．合成樹脂の種類は、熱を加えると軟化する熱可塑性
樹脂、熱を加えると硬化する熱硬化性樹脂、油と合
成樹脂の共重合である油変性樹脂に大別される。

４．塗装施工時に使用される有機溶剤は、労働安全衛生
法の有機溶剤中毒予防規則において第一種、第二種、
第三種に分類されており、最も毒性が高いのは、第
三種である。

【問題19】改修工事における塗装材料の仕様に関する次
の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．可とう形改修用仕上げ塗材（複層）は、遮塩性や耐
透水性に対しての効果を期待することはできない。

２．２液形ポリウレタン樹脂エナメル塗材は、塩害地域
の金属用塗料として適している。

３．溶剤形アクリルシリコン樹脂エナメル塗材は、既存
の仕上げが、アクリル樹脂系塗材（複層）の外壁の
改修用仕上げ塗材として適している。

４．塩化ビニル樹脂エナメル塗材は、ホルムアルデヒド
放散量の規制を受ける材料である。

【問題20】鉄部等の塗膜表面の劣化に関する次の記述の
うち、最も不適切なものはどれか。

１．亜鉛めっき鋼板の劣化は、表面亜鉛めっき面の赤さ
び、鉄鋼面の白さび、鋼板の断面欠損へと進行する。

２．アルミニウム合金の劣化とは、塗膜表面に点食や孔
食等が発生することであり、その要因は、紫外線や
汚染物質の付着である。

３．変退色とは, 塗膜表面が紫外線等の影響により変
色・退色する現象をいう。

４．白亜化とは、塗膜表面の樹脂が破壊され、粉末状に
なる現象をいう。

【問題21】Ａ群の金属面用さび止め塗料の名称とＢ群の
その材料の特性を示した次の組合せのうち、最も適切な
組合せはどれか。

Ａ群（さび止め塗料）

ア．鉛・クロムフリーさび止めペイント
イ．ジンクリッチペイント
ウ．浸透性さび止めペイント
エ．さび転換形さび止めペイント

Ｂ群（材料の特性）

ａ.亜鉛末顔料を用いた塗膜を形成し、亜鉛めっき
面と同様な効果を得る。

ｂ.悪素地のさび内に浸透して固定化する。
ｃ.さび止め顔料と展色剤との反応により塗膜の

緻密化と素地面のアルカリ雰囲気を形成する。
ｄ.塗料成分とさびの反応により塗膜形成時にさ

びを安定化する。

（組合せ）
１．ア－ｃ、イ－ａ、ウ－ｄ、エ－ｂ
２．ア－ｃ、イ－ａ、ウ－ｂ、エ－ｄ
３．ア－ａ、イ－ｃ、ウ－ｄ、エ－ｂ
４．ア－ａ、イ－ｂ、ウ－ｃ、エ－ｄ

【問題22】屋根・屋上防水の改修工事仕様に関する次の
記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．アスファルト防水の露出絶縁工法は、歩行用の屋上
に適している。

２．ウレタン塗膜防水を、屋根防水として使用する場合
は、硬化皮膜だけでは防水層として十分でないため、
補強材や断熱材等で補う必要がある。

３．改質アスファルトシート防水の単層トーチ工法は、
一般的に厚さ3.5～4.0mmのアスファルトシートを
使用する。

４．合成高分子系シート防水は、原則として数枚のシー
トを接着剤又は固定金物により固定する露出防水
工法である。
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【問題23】各部位の第１回目防水改修工事に関する次の
記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．アスファルト防水保護押えコンクリート仕様の屋上
の改修工事では、騒音・振動・塵埃・環境問題等を
考慮して、押えコンクリートを撤去せずに押えコン
クリート上部への新規防水施工を計画する。

２．アスファルト防水保護押えコンクリートの上にタイ
ルが張られているルーフバルコニーの改修工事で
は、漏水の恐れがあるためタイル撤去を前提とした
防水工法を選定しなければならない。

３．床面に塩化ビニル樹脂系シートが施工されている開
放廊下の改修工事では、既存の接着性の高い塩化ビ
ニル樹脂系シートを残したままで、かぶせ工法によ
る防水工事の工法を選定する。

４．ウレタン塗膜防水が施工されている屋根の改修工事
では、改質アスファルト系トーチ工法のかぶせ工法
を選定する。

【問題24】各種シーリング材と使用部位の組み合わせに
関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．外壁が、コンクリート塗装仕上げの窓サッシ外枠ま
わりの目地（塗装あり）に、アクリル系シーリング
材を使用する。

２．外壁が、タイル張りのタイル伸縮目地に、ポリサル
ファイド系シーリング材を使用する。

３．外壁が、ＡＬＣパネルのパネル間目地（塗装あり）
に、変成シリコーン系シーリング材を使用する。

４．屋根笠木のエキスパンションジョイント部金物のジ
ョイント目地に、２成分形変成シリコーン系シーリ
ングを使用する。

【問題25】シーリング材の劣化現象とその推定原因で、
最も適切なものはどれか。

  劣 化 現 象     推 定 原 因

１．白 亜 化：シーリング材の施工不良

２．被着体の破壊：雨水、塵埃等の外力

３．軟 化：二酸化炭素、オゾン等の外力

４．被着面からの剥離：
被着面の表面状態・プライマーの不良

【問題26】アルミニウム製建具・アルミニウム合金製手
すりに関する次の記述のうち、最も適切なものはどれ
か。

１．アルミニウム製建具の耐風圧性の性能規定は、ＪＩ
Ｓにより規定されているが、等級が小さいほど耐風
圧性が高いとされている。

２．アルミニウム製建具の気密性は、ＪＩＳにより規定
されているが見附面積１㎡における１時間当りの
通気量に応じて、等級が規定されている。

３．アルミニウム合金製手すりの更新改修工事では、強
度に関する基準として、ＪＩＳによる規定がある。

４．建築基準法では、落下防止の観点から手すりの高さ
や手すり子の間隔が規定されている。

【問題27】マンションの鉄骨階段の改修工事に関する次
の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．ＪＩＳの溶融亜鉛めっきの付着量規定では、鋼材表
面１㎡当り亜鉛が550g以上めっきされたものをＨ
ＤＺ-55と称し、都市部では50年以上の防錆効果が
あるとされている。

２．鉄骨階段踏板に使用されるプレキャストコンクリー
トとは、通常の鉄筋コンクリートでは荷重が重くな
ってしまうので、繊維を混入し、強度を増して軽量
化したものである。

３．鉄骨階段の改修工事においては、経済性も考慮して
柱・梁は取り替えずに、階段部と手すりだけを取り
替えることもある。

４．鉄骨階段の踏板の消音対策としては、防音塗装や塩
化ビニル系床シートを貼ることが多くある。

【問題28】マンションの共用部分改良計画に関する次の
記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．１階通路部にスロープを設置する場合、建築基準法
施行令では、通路部スロープの勾配を1/12以下にし
なければならないと規定している。

２．アスベスト含有材の撤去計画において、マンション
に使われている建材で、アスベストが含まれている
可能性があるものとしては、床用プラスチックタイ
ル、バルコニー隔板、天井吸音材、配管保温材等が
あげられる。

３．省エネルギー対策として、外壁を外断熱工法で改修
する場合、断熱材ピンネット押え工法は、胴縁サイ
ディング材仕上げ工法と比較すると一般的に工事
費が割高である。

４．玄関扉の防犯対策において、防犯上有効な錠として
は、モノロック錠があげられる。

【問題29】マンションの耐震改修工事に関する次の記述
のうち、最も不適切なものはどれか。

１．耐震改修工事を計画する場合は、建物本体だけでな
く地中埋設配管や専有部分の温水器等の耐震性能
も考慮する必要がある。

２．１階ピロティ部柱の補強方法としては、鋼板巻き補
強、炭素繊維シート巻き補強等があげられる。

３．耐震指標値であるＩｓ値が0.5以上の建物は、必要
な耐震強度を満たした建物といえる。

４．制震工法による耐震改修工事は、一般的に居住しな
がら施工可能な工法の一つとされている。

【問題30】地球環境問題に配慮した環境共生住宅につい
て、次のＡ群の項目と関連性のあるＢ群の組合せのう
ち、最も不適切なものはどれか。

Ａ 群        Ｂ 群
１．省エネルギー   …コージェネレーション
２．自然エネルギーの有効利用…パッシブソーラー
３．周辺環境との親和性…中水道
４．資源の有効利用  …エコマテリアル
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【問題31】マンションの給水方式とポンプに関する次の
記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．高置水槽方式に使用される揚水ポンプは、一般に渦
巻きポンプであり、揚程が高くなると多段渦巻きポ
ンプを通常２台設置して、受水槽の水位により自動
交互運転をする。

２．ポンプ直送方式に使用される、直送ポンプユニット
は、ポンプ本体、ポンプまわりの配管、制御装置及
び制御盤が一体となっており、停電時の断水の心配
は少ない。

３．給水設備に使用される各種のポンプは、技術の開発
により騒音、振動の発生は極めて小さくなっている
ためポンプの設置に当り、周囲への配慮は特に要し
ない。

４．増圧ポンプユニットを使用する直結増圧方式は、ス
ペースの有効利用やエネルギーの低減が図れる等
のメリットが大きいが、本管への逆流を防止するた
めの装置が必要となる。

【問題32】マンションの給水設備に使用される配管材料
に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．給水管として1990年（平成2年）頃までは、水道用
亜鉛めっき鋼管が使用されていたが、赤水・発錆等
の問題が多くあった。

２．1975年（昭和50年）頃、硬質塩化ビニルライニング
鋼管が開発され、それにより給水管や継手の赤水問
題は解消された。

３．1980年（昭和55年）頃から給水管としてステンレス
鋼管を使用するマンションが増えており、屋内配管
では通常ＳＵＳ316仕様のステンレス鋼管が多く使
用されている。

４．近年、マンションの専有部分では、給水管にさや管
ヘッダー方式の採用が増えており、水道用ポリブデ
ン管、水道用架橋ポリエチレン管が多く使用されて
いる。

【問題33】マンションの給水・給湯配管の劣化及び調査
診断に関する次の記述のうち、最も不適切なものはど
れか。

１．地中埋設管のマクロセル腐食の要因としては、通気
差電池、材質差電池等があげられる。

２．埋設管の問診調査後の詳細診断手法としては、腐食
モニター装置計測調査、掘削による外面目視調査等
がある。

３．給湯用銅管の腐食の中で最も多いかい食
．．．

とは、管内
面が過大流速や乱流により腐食する劣化現象であ
る。

４．青水とは、給湯用銅管内面の腐食により銅イオンが
溶出し、タオルや洗面器が青くなる現象であり、水
が青く見える銅イオン濃度は10㎎/ℓ 以上である。

【問題34】マンションの排水管等に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．現在、排水管としては、排水用タールエポキシ塗装
鋼管、鉛管、遠心力鉄筋コンクリート管等が多く使
われている。

２．現在、通気管としては、配管用炭素鋼鋼管、硬質塩
化ビニル管、耐火二層管等が多く使われている。

３．現在、地中埋設の排水管としては、硬質塩化ビニル
管が多く使われているが、建物導入部は、地盤沈
下・耐震措置等を講じる必要がある。

４．排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管の接合部では、
ねじ継手が使用できないためメカニカル接合形の
継手が使用される。

【問題35】排水通気管に関する次の記述のうち、最も不
適切なものはどれか。

１．通気管の目的は、排水管と外気との圧力差をできる
だけ生じさせないようにしてトラップ内の封水を
保持し、排水の流れを円滑にすることである。

２．特殊継手排水システムは、伸頂通気方式の一種であ
り、マンションでは多く使われているシステムであ
る。

３．各個・ループ通気方式は、排水管と通気管を有する
２管方式で、共用部分の便所等に採用されているが、
近年マンション住戸内での採用は少ない。

４．通気管の末端は通気口と呼ばれ、直接大気に開放し
ており、排水がある程度流れると末端の通気口では
正圧となり臭気を排出する。

【問題36】マンションの排水管の改修工事に関する次の
記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．共用排水立て管の更新工事では、該当する縦系統住
戸の一部又は全部の住戸の在宅が必要とされる。

２．共用排水立て管の更生工事が適用できる管材は、配
管用炭素鋼鋼管、排水用鋳鉄管、配管用亜鉛めっき
鋼管に限られる。

３．専有部分の排水横枝管の更生工事では、床・壁の一
部解体及び衛生器具の一時撤去を伴う。

４．排水ヘッダー方式の専有部分排水管更新工事は、特
殊排水継手の採用を前提としている。

【問題37】マンションのガス設備に関する次の記述のう
ち、最も適切なものはどれか。

１．ガス配管で、地中埋設管として広く使用されている
亜鉛めっき鋼管は、30年が取り替えの目安とされて
いる。

２．ガス配管において、公道埋設の本支管より敷地内の
ガスメーターまでの引き込み管は、原則としてガス
事業者の資産とされている。

３．ＳＥダクト方式を採用しているマンションのガス給
湯器交換工事において、各住戸別に既設のガス機器
よりも給湯能力の大きいものに変更する場合は、換
気の十分な検討が必要である。

４．地中埋設のガス配管として使用される亜鉛めっき鋼
管は、外面腐食だけでなく、ガスに含まれる腐食成
分により内面腐食を発生することもある。

【問題38】マンションの防災設備等に関する次の記述の
うち、最も適切なものはどれか。

１．消防法と建築基準法において防災設備とは、火災・
地震の災害時に使用される警報・避難・消火・防火
等の設備を総称するとされている。

２．避難器具は、消防法により設置基準が定められてお
り、3階までであれば避難ロープも認められている。

３．ホームオートメーション設備の設置目的には、一般
的にコントローラー、コミュニケーション、マルチ
メディアの３つの要素があるとされている

４．避雷針受電部の保護範囲の算定方法に関して、ＪＩ
Ｓの改訂前は保護角法であったが、現在では、回転
球体法又はメッシュ法でなければならないとされ
ている。
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【問題39】マンションの防災器具・施設等に関する次の
記述のうち、最も適切なものはどれか。

１．非常用照明器具で確保する床面照度は、白熱灯器具
では１ルクス以上、蛍光灯器具では２ルクス以上と
されている。

２．非常用コンセント設備は、11階以上の各階ごとに水
平距離25ｍ以内の階段室又はその付近に設置しな
ければならないとされている。

３．火災の種類は、一般的に4種類あるとされているこ
とに対して、一般家庭の粉末消火器にも4種類の適
応表示がされている。

４．非常用エレベーターの停電時の予備電源容量は、30
分間以上と規定されている。

【問題40】マンションの電気設備に関する次の記述のう
ち、最も不適切なものはどれか。

１．照明器具のグレア防止とは、過大な照度による視覚
への影響を配慮するものである。

２．電灯幹線・動力幹線の太さは、系統に流れる負荷電
流とそれによる電圧降下によって決定される。

３．非常照明や誘導灯の予備電源に使用されている蓄電
池は、特別管理産業廃棄物に分類されるため専門処
理業者に委託して処理しなければならない。

４．自家発電設備における、防災用電源は、建築基準法
及び消防法により異なる性能規定がある。

【問題41】マンションの情報通信設備に関する次の記述
のうち、最も適切なものはどれか。

１．電話配線は、住棟内のＩＤＦに一度引き込まれた後、
各階のＭＤＦを経由して、各住戸に配線される。

２．インターネット接続におけるＶＤＳＬ方式とは、各
住戸内まで光ファイバーを引き込む方式である。

３．既存の直列ユニット方式の配線を改修する場合は、
今後展開される双方向通信への対応を考慮して、分
岐・分配方式の配線に変更することが好ましい。

４．ＣＡＴＶは、地上デジタル放送配信及びインターネ
ット接続サービス等を受けられるが、双方向システ
ムのサービスは受けられない。

【問題42】2011年（平成23年）7月より移行する予定の
地上デジタル放送の開始時の特徴とされている内容に
関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．高画質で高音質な臨場感豊かな放送のサービスが提
供される。

２．ゴーストキャンセル機能により、ゴーストのない鮮
明な画質が提供される。

３．複数のアングルによるテレビ中継の中から、好みの
アングルを選択できる。

４．インターネットと組み合わせることにより、通常の
番組に加えて、常時アクセス可能なデータ通信が提
供される。

【問題43】マンションの電気設備における電線・ケーブ
ルの劣化要因に関する次の記述のうち、最も不適切な
ものはどれか。

１．電線・ケーブル内部への浸水は、物理的・電気的劣
化の要因となる。

２．絶縁体の物性低下は、過電圧で生じるものであり、
過電流は要因とならない。

３．紫外線・オゾン・塩分の付着は、物性低下の要因と
なる。

４．ねずみや白アリの食害により損傷する場合がある。

【問題44】マンションにおける搬送設備に関する次の記
述のうち、最も不適切なものはどれか。

１．１０台以上の機械式駐車装置には、不活性ガス消火
設備等の消防用設備の設置が必要となる。

２．マンションに設置される機械式駐車装置の中で最も
実績が多いのは、垂直循環方式である。

３．エレベーターの区分は、定格速度により分類され、
速度４５ｍ／分以下は、低速エレベーターと呼ばれ
ている。

４．最近の新築マンションは、機械室レスエレベーター
が主流となっている。

【問題45】次の設計図書における設備図記号の名称とし
て、不適切なものはどれか。

１．       ・・・・ 給水管

２．      ・・・・ 換気扇

３．     ・・・・ 水栓

４．            ・・・・ 非常用蛍光灯

【問題46】建築基準法第二条第七号で規定する耐火性能
に関して、政令で定める技術的基準に適合する建築物
の部分別の時間として、正しいものはどれか。

最上階から数えた階数が、5以上で14以内の階

組合せ
外壁

(耐力壁)
柱 床 階段

１ ２時間 ２時間 ２時間 30分間

２ ２時間 ２時間 ２時間 １時間

３ ２時間 ３時間 ２時間 １時間

４ ２時間 ３時間 ３時間 １時間

M
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【問題47】建築基準法施行令に定めるシックハウス症候
群対策に関する次の記述のうち、誤っているものはど
れか。

１．第１種ホルムアルデヒド発散建築材料を使用する場
合、内装に関しての規制はあるが、建具は規制対象
外である。

２．第２種及び第３種ホルムアルデヒド発散建築材料を
内装の仕上げに使用する場合、居室の種類及び換気
回数に応じて、使用する面積が制限されている。

３．居室の材料としてのクロルピリホスを添加した建築
材料の使用は、国土交通大臣が認定した特定のもの
以外禁止されている。

４．ホルムアルデヒド使用に関する特例として、１年を
通じて当該居室のホルムアルデヒド量が 1 ㎥につ
き 0.1ｍｇ以下の場合には、国土交通大臣の認定を
受けて規制されないとしている。

【問題48】建築基準法に関する次の記述のうち、正しい
ものはどれか。

１．高さが30ｍ以上の高層建築物には、原則として非常
用の昇降機を設置しなければならないとされてい
る。

２．地階とは、床が地盤面下にある階で、床面から地盤
面までの高さがその階の天井の高さの2分の１以上
のものをいう。

３．高さが3ｍを超える広告塔、広告板、装飾塔は、工
作物としての指定を受ける。

４．主要構造部とは、壁、柱、床、はり、屋根又は階段
をいい、建築物の構造上重要でない小ばり、間仕切
壁、間柱、最下階の床、屋外階段等を除くとされて
いる。

【問題49】管理組合で行われる集会に関する次の手続き
のうち、区分所有法の規定によれば、正しいものはど
れか。

１．共用部分の変更（その形状又は効用の著しい変更を
伴わないものを除く）は、区分所有者及び議決権の
各3分の2以上の多数による賛成で決議することが
できる。

２．区分所有者の5分の1以上で議決権の5分の1以上を有
するものは、管理者に対して、会議の目的となる事
項を示して、集会の招集を請求することができる。

３．建物の価格の２分の１以下に相当する部分が滅失し
たときは、区分所有者及び議決権の過半数以上の賛
成があれば、各区分所有者は、自己の専有部分を復
旧させることができる。

４．管理規約の変更は、区分所有者及び議決権の各過半
数による賛成で決議することができる。

【問題50】「マンションの管理の適正化の推進に関する
法律」（以下本問において「マンション管理適正化法」
という）に関する次の記述のうち、誤っているものは
どれか。

１．マンション管理適正化法の主たる目的は、マンショ
ンにおける良好な居住環境の確保を図り、国民生活
の安定向上と国民経済の健全な発展に寄与するこ
とであるとされている。

２．マンション管理業とは、管理組合から委託を受けて
管理事務を行う行為で業として行うもの（マンショ
ンの区分所有者等が当該マンションについて行う
ものを除く）と定義されている。

３．管理事務とは、マンションの管理に関する事務であ
って基幹事務（管理組合の会計の収入及び支出の調
整及び出納並びにマンション（専有部分を除く）の
計画修繕に関する企画又は実施の調整）を含むもの
とされている。

４．マンション管理業を営もうとする者は、国土交通省
に備えるマンション管理業者登録簿に登録を受け
なければならないとされている.

第９回 (平成22年2月) ≪記述式試験問題≫

【問題1】「住宅の品質確保の促進等に関する法律」（以
下本問において「品確法」という）に関する以下の記述
のうち、文中の（ ① ）から（ ⑤ ）に該当する最
も適切な語句を下記の選択語群から選び、アからシまで
の記号を解答欄に記入しなさい。

品確法の瑕疵担保責任の特例に関する規定は、
（ ① ）住宅を対象としており、当該瑕疵担保責任は
基本構造部分についてのみ適用される。基本構造部分と
は、（ ② ）部分と（ ③ ）部分をいう。引き渡し
た時から（ ④ ）年間の瑕疵担保責任が義務づけられ
ており、この瑕疵担保期間については、特約で短縮する
ことはできない。
住宅性能表示制度は、国土交通大臣が定めた客観的な基
準により評価された住宅の性能を表示することによっ
て、住宅に関する紛争を防止する制度であるが、当該制
度は（ ⑤ ）住宅に適用される。

（選択語群）
ア．新築    イ．中古      ウ．新築及び中古  
エ．柱や梁など住宅の構造耐力上主要な
オ．屋根や外壁などの雨水の浸入を防止する  
カ．壁や床を含む主要構造     キ．すべての構造体
ク．便器、浴槽、キッチン等の設備機器  
ケ．5  コ．10  サ．15  シ．20

【問題2】次の文章は排水管の修繕、維持管理の一環と
して行う排水管清掃に関して述べたものである。文中
の（ ① ）から（ ⑤ ）に該当する最も適切な語句を
下記の選択語群から選び、アからシまでの記号を解答
欄に記入しなさい。

排水管の清掃方法には、（ ① ）と化学的清掃方法があ
る。マンションでは、アルカリ性、酸性洗浄剤を使用す
る化学的清掃方法は、下水道への悪影響もあり、あまり
採用されない。（ ① ）の代表的方法は、高圧水をノズ
ルから噴射して付着物・堆積物・閉塞物を除去する
（ ② ）である。

この方法において排水立て管は、上層階から下層階まで
ノズルを挿入し、上層階に向けノズルを引き上げながら
ノズルの先端より高圧水を噴射し洗浄する（ ③ ）で管
内を清掃し、横主管部は、下流から上流に向けノズルを
挿入し、高圧水を噴射し洗浄する（ ④ ）で清掃するの
が一般的である。

また、単純な排水管内の停滞・詰まりには、空気ポンプ
で圧搾空気を管内に放出して、その衝撃で付着物・堆積
物・閉塞物を除去する（ ⑤ ）がよく使われる。

第９回



39

（選択語群）

【問題３】マンションの共同アンテナを使用するテレビ
受信方式において、2011年7月に移行する予定の地上波
デジタル放送の受信に検討が必要な構成機器の名称を
解答欄に５つあげなさい。

例：アンテナ （例以外で解答してください）

【問題4】コンクリート外壁の劣化状況と補修工法の組
合せとして、最も適切な組合せを選び該当する文字（カ
タカナ）を解答欄に記入しなさい。

   劣化状況        補修工法

①軽微な剥れ、浅い欠損 ア.ポリマーセメントペー
ストすり込み工法

②鉄筋の露出 イ.ポリマーセメントモル
タル充てん工法

③幅0.2ｍｍ未満の動きの少
ないひび割れ

ウ.Ｕカットシーリング材
充てん工法

④幅1.0ｍｍ程度の挙動性の
あるひび割れ

エ.Ｕカット可とう性エポ
キシ樹脂充てん工法

⑤仕上がりの美観性を要求
する比較的動きの少ない
幅1.0ｍｍ程度のひび割れ

オ.エポキシ樹脂モルタル
充てん工法

【問題5】平成20年6月に国土交通省より公表された「長
期修繕計画標準様式・長期修繕計画作成ガイドライ
ン・長期修繕計画作成ガイドラインコメント」の指針
において、今後の長期修繕計画見直し時の留意点とし
て示された重要なポイントを５つ解答欄に記述しなさ
い。

ア.機械的清掃方法    イ.物理的清掃方法  
ウ.有機的清掃方法    エ.給水圧洗浄法  
オ.高圧洗浄法      カ.ポンプ圧洗浄法
キ.前方噴射方式      ク.後方噴射方式   
ケ.交互噴射方式     コ.ウォーターラム法
サ.スネークワイヤー法 シ.ロッド法
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